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久
喜
市
合
併
記
念
式
典
を
挙
行

　

11
月
７
日
㈰
、
久
喜
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
「
久
喜
市
合
併

記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
総
務
大
臣
代
理
、
埼

玉
県
知
事
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
招
待
者
な
ど
約

７
０
０
人
が
出
席
し
、
新
「
久
喜
市
」
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
合
併
総
合
調
整
係
（
内
線
２
２
８
３
）

　

式
辞
で
田
中
暄
二
市
長
は
、

「
市
民
の
皆
さ
ま
が
『
久
喜
市
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
』『
こ
れ
か
ら

も
久
喜
市
に
住
み
続
け
た
い
』
と

実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
」
、「
旧
１
市
３
町

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
文
化
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
地
域
特
性
を
生
か

し
た
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
県
東
北
部
の
拠
点
都
市
と
し

て
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
田
達
雄
市
議
会
議

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
総
務
大

臣
か
ら
旧
久
喜
市
長
、
旧
菖
蒲
町

長
、
旧
栗
橋
町
長
お
よ
び
旧
鷲
宮

町
長
に
対
し
て
合
併
功
労
者
表
彰

が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
元
久
喜
市
・

菖
蒲
町
・
栗
橋
町
・
鷲
宮
町
合
併

田
中
暄
二
（
旧
久
喜
市
長
）

中
山
登
司
男
（
旧
菖
蒲
町
長
）

斉
藤
和
夫
（
旧
栗
橋
町
長
）

本
多
健
治
（
旧
鷲
宮
町
長
）

合
併
功
労
者
総
務
大
臣

表
彰
者

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

元
久
喜
市
・
菖
蒲
町
・
栗
橋
町
・

鷲
宮
町
合
併
協
議
会
委
員

浅
子
秀
夫
、
笠
原
実
、
小
林
敏

男
、
樋
口
勝
啓
、
新
井
勝
行
、
内

田
正
、
石
川
忠
義
、
加
藤
幸
雄
、

田
中
勝
、
原
田
恒
雄
、
柿
沼
繁

男
、
上
條
哲
弘
、
尾
崎
敏
彦
、
千

葉
利
明
、
大
熊
研
一
、
野
矢
良

子
、
千
葉
香
乎
里
、
平
井
弘
、
堀

部
雅
司
、
遠
藤
爲
个
、
安
藤
愛

子
、
並
木
欣
次
、
栗
原
昭
文
、
齋

藤
勝
、
染
谷
多
賀
子
、
永
井
邦

夫
、
金
井
明
、
渡
辺
守
比
呂
（
事

務
局
長
）

元
久
喜
市
・
菖
蒲
町
・
栗
橋
町
・

鷲
宮
町
合
併
協
議
会
監
査
委
員

矢
島
隆
、
岩
﨑
操
、
宇
津
城
喜

一
、
渡
邉
佳
嗣

元
新
市
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
委
員

榎
本
善
司
、
柴
崎
美
雄
、
長
島
一

枝
、
戸
草
内
登
、
石
塚
藤
枝
、
齋

藤
ヒ
ロ
子
、
武
井
保
、
冨
田
伯

枝
、
根
岸
一
男
、
松
永
元
彦
、
岩

野
昭
雄
、
榎
本
英
明
、
河
原
良

子
、
長
谷
川
朱
實
、
長
谷
川
修
、

平
澤
健
一
郎
、
井
上
一
平
、
大
塚

茂
、
小
倉
孝
行
、
金
井
榮
治
、
瀨

尾
熊
藏
、
渡
辺
稔
、
安
部
智
代
、

内
山
豊
和
、
木
村
孝
夫
、
釼
持
は

る
子
、
那
須
義
雄
、
本
多
眞
治

合
併
功
労
者

市
長
感
謝
状
贈
呈
者

新市を象徴するマークとなる

市章も発表され、デザインの

作者に最優秀賞が贈られまし

た。

※市章アンケートの結果につ

いては４ページに掲載

市章の発表 新
市
の
誕
生
を
祝
賀

◆合併記念式典特集◆

▲式辞を述べる田中市長

▲感謝状を授与された皆さん

協
議
会
お
よ
び
元
新
市
ま
ち
づ
く

り
懇
話
会
に
携
わ
ら
れ
た
皆
さ
ん

へ
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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◆合併記念式典特集◆

　

新
「
久
喜
市
」
誕
生
へ
の
多
大
な
功
績
を
称た

た

え
、
次
の
３
人
の
方
へ
名
誉
市
民
の
称
号

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

久
喜
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
授
与

中
な か

山
や ま

登
と

司
し

男
お

氏
（旧菖蒲町長）

事
績　

平
成
３
年
５
月
か
ら
約
７
年
５
か
月

に
わ
た
り
旧
菖
蒲
町
議
会
議
員
と
し
て
、
ま

た
平
成
10
年
10
月
か
ら
約
11
年
５
か
月
半
に

わ
た
り
旧
菖
蒲
町
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
旧

菖
蒲
町
政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

事
績　

昭
和
52
年
５
月
か
ら
約
13
年
７
か
月

に
わ
た
り
旧
栗
橋
町
議
会
議
員
と
し
て
、
ま

た
平
成
３
年
４
月
か
ら
約
１
年
８
か
月
に
わ

た
り
県
議
会
議
員
、
平
成
４
年
12
月
か
ら
約

17
年
３
か
月
半
に
わ
た
り
旧
栗
橋
町
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
旧
栗
橋
町
政
の
進
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

斉
さ い

藤
と う

和
か ず

夫
お

氏
（旧栗橋町長）

本
ほ ん

多
だ

健
け ん

治
じ

氏
（旧鷲宮町長）

事
績　

昭
和
63
年
１
月
か
ら
約
12
年
９
か
月

に
わ
た
り
旧
鷲
宮
町
議
会
議
員
と
し
て
、
ま

た
平
成
12
年
10
月
か
ら
約
９
年
６
か
月
に
わ

た
り
旧
鷲
宮
町
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
旧
鷲

宮
町
政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

郷
土
芸
能
・
文
化
披
露

　

各
地
区
に
伝
承
さ
れ
る
郷
土
芸
能
や
地
域
文
化
が
披
露
さ
れ
、
新
市
の
門
出
を
盛
大

に
祝
し
ま
し
た
（
写
真
を
表
紙
に
掲
載
）
。

出
演　

小こ

塚づ
か

囃
子
連
（
菖
蒲
地
区
）
／
除よ

け

堀ぼ
り

獅
子
舞
保
存
会
（
久
喜
地
区
）
／
栗
橋
阪ば

ん

東ど
う

太
鼓
保
存
会
（
栗
橋
地
区
）
／
鷲
宮
催さ

い

馬ば

楽ら

神
楽
保
存
会
（
鷲
宮
地
区
）

合
併
記
念
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　

久
喜
総
合
文
化
会
館
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
、
社
団
法
人
久
喜
青
年
会
議
所
が
中
心
と
な
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
た
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
を
並
べ
、
市
章
を
描
き

ま
し
た
。

　

幻
想
的
な
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
り
に
包
ま
れ
、
県
立
久
喜
高
等
学
校
音
楽
部
の
皆
さ
ん
の
合

唱
と
と
も
に
新
市
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

合併記念絵画コンクール

　久喜総合文化会館広域文化展示室で

は、「久喜市の未来」をテーマに市内

小中学生が描いた絵画のコンクール入

選作品展示が行われ、たくさんの人が

訪れました。
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新
「
久
喜
市
」市

章
が
決
ま
り
ま
し
た
！

新
し
い
久
喜
市
の
市
章
が
11
月
７
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た
合
併
記
念
式
典

で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
こ
の
市
章
は
、
久
喜
市
の
市
旗
の
ほ
か
、

道
路
看
板
や
市
役
所
の
封
筒
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。
多
数
の
デ
ザ
イ
ン

応
募
、
ア
ン
ケ
ー
ト
投
票
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
内
線
２
２
８
２
）

　

平
成
22
年
３
月
23
日
に
合
併
し
、
誕
生
し

た
新
「
久
喜
市
」
の
市
章
を
制
定
す
る
に
あ

た
り
、
新
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
な
未

来
を
創
造
す
る
個
性
輝
く
文
化
田
園
都
市
」

に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
５
月
７
日
か
ら

６
月
４
日
に
か
け
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

２
０
４
６
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
候
補
作
品
を
５
つ
に

絞
り
込
み
、
９
月
10
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

得
票
１
位
の
作
品
を
最
優
秀
作
品
と
し
て
市

章
に
採
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
11
月
７
日

の
久
喜
市
合
併
記
念
式
典
に
て
発
表
し
ま
し

た
。

決
定
ま
で
の
経
緯

決
定
ま
で
の
経
緯

久喜市市章久喜市市章

※カラーデザインは市ホームページをご覧ください。

　久喜市の「久」の文字を基調に、未来への

限りない夢と希望、市内を流れる河川の清き

水と澄んだ空、豊かな恵みをもたらす田園、

自然の木々や美しい草花を表し、都市と豊か

な自然環境が調和し発展する久喜市を表現し

ています。

○作者（最優秀賞）芦
あし

田
だ

為
ため

美
よし

さん

デザインの趣旨デザインの趣旨

市民アンケート結果市民アンケート結果
得票総数　1,696票（うち無効票６票）

作品番号① 作品番号② 作品番号③ 作品番号④ 作品番号⑤

398票 194票 353票 330票 415票

居
い

山
やま

央
ひろ

子
こ

加
か

藤
とう

敏
とし

和
かず

金
かな

津
づ

　博
ひろし

平
ひら

野
の

　正
まさし

芦
あし

田
だ

為
ため

美
よし

優　秀　賞 最優秀賞

◆合併記念式典特集◆

（作者名敬称略）
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合併記念式典合併記念式典前夜祭前夜祭がが開催開催されましたされました
　11月６日㈯、久喜駅西口市街地で、合併記念式典

前夜祭が開催されました。各地区の伝統の山車や神輿

が中央公民館前に集合し、提
ちょう

燈
ちん

祭り通りなどを運行。

夜には駅前西口広場に集合し、祭りは最高潮に盛り上

がりました。多くの歓声の中、集まった大勢の皆さん

で、新「久喜市」の合併を祝いました。

集合した山車と神輿集合した山車と神輿

菖蒲の神輿菖蒲の神輿

清久の提燈山車清久の提燈山車

回る提燈山車回る提燈山車

中央公民館前の出発式中央公民館前の出発式栗橋の大神輿栗橋の大神輿

菖蒲の子供神輿菖蒲の子供神輿 鷲宮の祭り囃子鷲宮の祭り囃子

菖蒲の山車菖蒲の山車 賑やかな夜の駅前賑やかな夜の駅前

久喜の提燈山車久喜の提燈山車
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歳　入

歳　出

問
合
せ　

財
政
課
財
政
係
（
内
線
２
４
２
５
）

久
喜
市
の
財
政
事
情

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、
毎
年
上
半
期
と
下
半
期
の
２
回
、
財
政
事
情
の
公
表
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成

22
年
度
上
半
期
（
平
成
22
年
９
月
30
日
現
在
）
の
会
計
別
収
支
状
況
、
市
債
の
状
況
、
市
税
の
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
図
表
中
の
金
額
は
、
表
示
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
個
々
の
項
目
の

数
値
の
合
算
と
合
計
額
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

表１　一般会計

　市民税や固定資産税などの市税を主な財源として、福祉や道路・公園の整備、教育、産業振興

　など、市民の皆さんの生活に直接関係のあるさまざまな分野の事業を行うための会計です。

予 算 現 額 455億1,477万円

収 入 済 額 207億7,845万円

収　入　率 45.7%

予 算 現 額 455億1,477万円

執 行 済 額 163億4,022万円

執　行　率 35.9%

平
成
22
年
度
上
半
期
（
平
成
22
年
９
月
30
日
現
在
）

※予算現額は、前年度からの繰越額を含みます。



広報 くき　2010（平成22年）.127

区　分 歳入予算現額 収入済額 収入率 歳出予算現額 執行済額 執行率

国 民 健 康 保 険 150億9,878万円 55億1,931万円 36.6% 150億9,878万円 68億9,496万円 45.7%

老 人 保 健 1,355万円 1,235万円 91.1%  1,355万円 21万円 1.5%

介 護 保 険 67億1,452万円 23億8,446万円 35.5% 67億1,452万円 26億 686万円 38.8%

後期高齢者医療 11億4,856万円 4億 32万円 34.9% 11億4,856万円 3億6,723万円 32.0%

下 水 道 事 業 41億 516万円  5億5,536万円 13.5% 41億 516万円 13億9,628万円 34.0%

農業集落排水事業 6億2,802万円 9,416万円 15.0% 6億2,802万円 2億5,171万円 40.1%

土地区画整理事業 5億2,343万円 2億3,917万円 45.7% 5億2,343万円 1億6,394万円 31.3%

土 地 取 得 4,006万円 4,008万円 100.0% 4,006万円 2,011万円 50.2%

合 計 282億7,208万円 92億4,521万円 32.7% 282億7,208万円 117億 130万円 41.4%

区　　分 予 算 現 額 執 行 済 額 執 行 率

収益的収支
収　入 37億 27万円 17億5,728万円 47.5%

支　出 33億6,487万円 13億4,144万円 39.9%

資本的収支
収　入 1億1,817万円 2,875万円 24.3%

支　出 16億8,937万円 3億8,461万円 22.8%

表２　特別会計

　特定の収入により事業を行う国民健康保険や下水道など、一般会計と区分して経理している会計です。

表３　水道事業会計

　水道料金を主な財源として、上水道供給のために使われる経費を計上した会計で、民間の会計制度を取り入れた、独立採算

の企業会計です。

図１　市債の状況

　公共施設整備などを行うために、借り入れたお金の残高

を表しています。

図２　市税の状況

　市民の皆さんに納めていただいた市税の内訳を表してい

ます。

※収益的収支とは、水道料金などの収入ならびに配水のための電気料金や浄水にかかる経費および人件費などの水道事業の

管理・運営に関する収支です。

※資本的収支とは、新しい水道管の布設や古くなった水道管の布設替工事などの施設の建設・改良などに関する収支です。

※資本的収入が資本的支出に対して不足する額は、減価償却費などの現金支出を伴わない費用などで補てんしました。

※市民１人当たりの額は、人口156,847人（平成22年９月30日現在）で算出しています。
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経
営

名
称
・
電
話

保
育
年
齢

※
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在

公
立

さ
く
ら
保
育
園　
　
　

☎
21
・
０
７
８
７

１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

す
み
れ
保
育
園　
　
　

☎
21
・
０
１
２
０

ひ
ま
わ
り
保
育
園　
　

☎
22
・
８
２
４
６

６
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

あ
お
ば
保
育
園　
　
　

☎
22
・
２
５
６
６

１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

中
央
保
育
園　
　
　
　

☎
23
・
６
０
３
０

中
央
保
育
園
分
園　
　

☎
21
・
７
８
７
０

４
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

私
立

は
る
み
保
育
園　
　
　

☎
21
・
０
２
７
５

３
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

た
か
ら
保
育
園　
　
　

☎
23
・
２
２
３
３

２
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

エ
ン
ゼ
ル
保
育
園　
　

☎
28
・
４
３
７
７

２
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

認
定
こ
ど
も
園

エ
ン
ゼ
ル
東
保
育
園　

２
か
月
か
ら
２
歳
ま
で

※
平
成
23
年
度
新
設

あ
や
め
保
育
園　
　
　

☎
85
・
１
５
０
５

２
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

お
ば
や
し
保
育
園　
　

☎
31
・
９
８
８
０

３
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

認
定
こ
ど
も
園

し
ょ
う
ぶ
保
育
園　
　

２
か
月
か
ら
２
歳
ま
で

栗
橋
保
育
園　
　
　
　

☎
52
・
０
０
７
４

３
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

お
お
し
か
保
育
園　
　

☎
52
・
５
９
８
８

３
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

鷲
宮
保
育
園　
　
　
　

☎
58
・
１
５
１
０

２
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

鷲
宮
第
二
保
育
園　
　

☎
58
・
１
５
１
０

２
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

認
定
こ
ど
も
園

さ
く
ら
だ
保
育
園　
　

６
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

☎
58
・
９
８
９
５

☎
85
・
５
８
９
５

☎
21
・
１
０
１
１
㈹

（※） （※）

平
成
平
成
2323
年
度　

保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す

年
度　

保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す

　

保
育
園
は
、
保
護
者
や
同
居
の

方
が
次
に
掲
げ
る
理
由
等
で
、
未

就
学
児
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

に
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

労
働
…
昼
間
に
家
庭
外
で
の
労
働

の
た
め

母
親
の
出
産
・
疾
病
等
の
家
庭
…

母
親
の
出
産
、
病
気
や
け
が
ま
た

は
心
身
障
が
い
な
ど
の
た
め

病
人
の
看
護
等
…
長
期
に
わ
た
っ

て
同
居
の
親
族
の
看
護
・
介
護
を

し
て
い
る
た
め

家
庭
の
災
害
…
災
害
に
よ
り
家
庭

を
失
っ
た
り
破
損
し
た
り
し
た
た

め
そ
の
復
旧
の
間

申
込
資
格　

市
内
在
住
者

受
付
期
間　

12
月
10
日
㈮
〜
平
成

23
年
１
月
５
日
㈬

保
育
料　

世
帯
の
前
年
の
所
得
税

額
ま
た
は
前
年
度
の
市
民
税
額
に

よ
り
決
定

必
要
な
も
の

①
入
所
申
込
書
（
市
役
所
１
階
保

育
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
福
祉

課
窓
口
で
配
布
）

②
児
童
と
同
居
し
て
い
る
家
族
全

員
の
勤
務
（
内
職
）
証
明
書

ま
た
は
届
出
書
（
自
営
・
農

業
・
疾
病
な
ど
の
方
）

③
児
童
と
同
居
し
て
い
る
家
族
全

員
の
所
得
税
額
が
確
認
で
き
る

書
類
…
源
泉
徴
収
票
（
平
成
22

年
分
）
の
写
し
ま
た
は
確
定
申

家
庭
児
童
相
談
員
（
非
常
勤
特
別
職
）
募
集

家
庭
児
童
相
談
員
（
非
常
勤
特
別
職
）
募
集

業
務
内
容　

子
育
て
の
不
安
や
悩

み
等
の
電
話
・
面
接
相
談
、
家
庭

訪
問
指
導
、
発
達
に
心
配
の
あ
る

児
童
対
象
の
事
業
運
営
な
ど

応
募
資
格　

55
歳
以
下
の
方
で
、

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
し
、
普

通
自
動
車
免
許
を
有
し
、
基
本
的

な
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

①
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に

お
い
て
、
児
童
福
祉
、
社
会
福

祉
、
児
童
学
、
心
理
学
、
教
育

学
も
し
く
は
社
会
学
を
専
修
す

る
学
科
ま
た
は
こ
れ
ら
に
相
当

す
る
課
程
を
修
了
し
卒
業

②
保
健
師
、
助
産
師
、
幼
稚
園
教

諭
、
保
育
士
の
資
格
を
有
し
実

務
経
験
を
有
す
る

勤
務
地　

菖
蒲
総
合
支
所
ま
た
は

鷲
宮
総
合
支
所

勤
務
時
間　

９
時
〜
16
時

※
週
３
日
勤
務

委
嘱
期
間　

２
年
（
再
任
も
可
）

募
集
人
数　

各
地
区
と
も
１
人

選
考
方
法　

書
類
お
よ
び
面
接

面
接
日　

平
成
23
年
１
月
18
日
㈫

（
予
定
）

報
酬　

月
額
10
万
２
０
０
０
円

※
交
通
費
と
雇
用
保
険
は
な
し
、

健
康
保
険
と
年
金
は
各
自
加
入

と
な
り
ま
す
。

応
募
期
限　

12
月
28
日
㈫
当
日
消

印
有
効

応
募
方
法
・
問
合
せ　

履
歴
書
、

応
募
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）

を
同
封
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

で
、
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１　

所
在
地

記
入
不
要　

内
線
３
２
８
１
）
へ

乳
幼
児
を
お
預
か
り
し
ま
す

乳
幼
児
を
お
預
か
り
し
ま
す

〜
子
ど
も
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
〜

〜
子
ど
も
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
〜

　

お
母
さ
ん
な
ど
が
病
気
や
出
産

な
ど
で
一
時
的
に
子
ど
も
の
養
育

が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
お

子
さ
ん
を
児
童
福
祉
施
設
で
お
預

か
り
し
ま
す
。

対
象　

３
歳
未
満
の
乳
幼
児

契
約
施
設　

富
士
見
乳
児
院
（
本

町
７
の
２
の
72
）

利
用
期
間　

原
則
７
日
以
内

費
用　

所
得
に
応
じ
て
１
日
当
た

り
０
円
〜
５
３
５
０
円

そ
の
他　

事
前
に
健
康
診
断
書
が

必
要
で
、
予
防
接
種
も
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
満
床
の
場
合
は

利
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
係
（
内
線
３
２
８
３
）

告(

平
成
22
年
分
）
を
す
る
方

は
、
税
務
署
や
市
役
所
の
受
領

印
の
あ
る
申
告
書
の
控
え
の
写

し
（
申
告
窓
口
で
必
ず
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
）

④
平
成
22
年
分
の
所
得
税
が
０
円

の
方
で
平
成
22
年
１
月
１
日
時

点
で
市
内
に
在
住
し
て
い
な

か
っ
た
場
合
は
、
お
住
ま
い

だ
っ
た
市
区
町
村
役
場
発
行
の

平
成
22
年
度
課
税
証
明
書

申
込
み
・
問
合
せ　

保
育
課
保
育

係
（
内
線
３
３
２
２
）
お
よ
び
各

総
合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線

９
１
６
／
栗
橋
・
内
線
２
３
８
／

鷲
宮
・
内
線
１
６
８
）

（※）の保育園については、受付期間内に各園で申し込みを受け付けます。

保
育
所
一
覧　

保
育
時
間
等
は
窓
口
配
布
の
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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施
設
名
／
電
話

対
象
校
区

定
員

所
在
地

つ
ば
め
ク
ラ
ブ

☎
23
・
３
３
８
５

太
田
小
学
校

40

吉
羽
２
の
16
の
10

（
太
田
小
学
校
内
）

さ
く
ら
っ
こ
ク
ラ
ブ

☎
23
・
３
１
４
３

久
喜
東
小
学
校

40

久
喜
東
４
の
25
の
８

（
久
喜
東
小
学
校
内
）

た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ

☎
23
・
６
７
１
０

本
町
小
学
校

40

本
町
７
の
６
の
２

（
本
町
小
学
校
内
）

あ
お
ば
っ
こ
ク
ラ
ブ

☎
24
・
１
３
１
０

青
葉
小
学
校

40

青
葉
１
の
２
の
２

（
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

あ
お
げ
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

☎
22
・
７
７
１
９

青
毛
小
学
校

40

青
毛
８
７
２
の
４

（
青
毛
小
学
校
内
）

北
斗
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

☎
24
・
３
５
３
６

久
喜
北
小
学
校

40

久
喜
北
２
の
30
の
１

（
久
喜
北
小
学
校
内
）

久
喜
児
童
ク
ラ
ブ

☎
21
・
８
３
２
４

久
喜
小
学
校

80

本
町
２
の
５
の
１

（
久
喜
小
学
校
内
）

江
面
児
童
ク
ラ
ブ

☎
21
・
６
６
４
３

江
面
第
一

第
二
小
学
校

20

北
青
柳
40
の
１（

江
面
第
一
小
学
校
内
）

清
久
も
み
じ
ク
ラ
ブ

☎
23
・
５
０
０
４

清
久
小
学
校

27

六
万
部
５
９
０

（
清
久
小
学
校
内
）

施
設
名
／
電
話

対
象
校
区

定
員

所
在
地

菖
蒲
学
童
ク
ラ
ブ

☎
86
・
０
０
２
５

菖
蒲
小
学
校

35

菖
蒲
町
菖
蒲
６
２
５（

菖
蒲
小
学
校
内
）

小
林
・
栢
間
学
童
ク
ラ
ブ

☎
86
・
０
２
２
３

栢
間
小
学
校

小
林
小
学
校

35

菖
蒲
町
下
栢
間
２
７
１
９
の
３

（
栢
間
小
学
校
隣
接
施
設
）

三
箇
学
童
ク
ラ
ブ

☎
85
・
６
０
６
９

三
箇
小
学
校

35

菖
蒲
町
台
８
５
２
の
１

（
三
箇
小
学
校
内
）

施
設
名
／
電
話

対
象
校
区

定
員

所
在
地

鷲
宮
児
童
館
学
童
ク
ラ
ブ

☎
58
・
７
０
５
４

鷲
宮
小
学
校

上
内
小
学
校

60

上
内
８
７
８　

 

（
鷲
宮
児
童
館
内
）

鷲
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
学
童
ク
ラ
ブ

☎
58
・
７
１
２
２

東
鷲
宮
小
学
校

40

桜
田
３
の
10
の
２
（
鷲
宮
東
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

鷲
宮
中
央
学
童
ク
ラ
ブ

☎
58

・

６
２
４
３

砂
原
小
学
校

60

鷲
宮
２
の
６
の
19

（
元
鷲
宮
中
央
保
育
所
内
）

桜
田
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ

☎
59

・

４
８
８
１

桜
田
小
学
校　

東
鷲
宮
小
学
校

60

東
大
輪
３
１
１

（
桜
田
小
学
校
内
）

　

学
校
の
授
業
が
終
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供

し
、
健
全
育
成
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
施
設
で
す
。

【
共
通
事
項
】

入
所
資
格
・
基
準　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
10
歳
未
満
（
小
学
１
〜
３
年

生
）
で
、
労
働
等
に
よ
り
保
護
者
が
昼
間
不
在
と
な
る
児
童

申
込
書
類　

市
役
所
１
階
保
育
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
福
祉
課
で
配
布

平
成
平
成
2323
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）

年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）

（
久
喜
・
菖
蒲
・
鷲
宮
地
区
）
入
所
児
童
募
集

（
久
喜
・
菖
蒲
・
鷲
宮
地
区
）
入
所
児
童
募
集

菖
蒲
地
区

久
喜
地
区

申
込
期
間　

平
成
23
年
１
月
24
日
㈪
〜
２
月
10
日
㈭

申
込
方
法　

申
込
書
類
一
式
を
各
ク
ラ
ブ
へ
持
参

問
合
せ　

久
喜
市
学
童
保
育
運
営
協
議
会
（
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内
／
☎

24

・
３
９
２
２
／
月
〜
金
曜
日
９
時
〜
16
時
30
分
）
ま
た
は
各
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ

そ
の
他　

入
所
説
明
会
を
１
月
23
日
㈰
10
時
か
ら
久
喜
地
区
各
ク
ラ
ブ
で

開
催
し
ま
す
（
申
し
込
み
不
要
）
。

※
菖
蒲
東
学
童
ク
ラ
ブ
（
菖
蒲
東
小
学
校
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
２

月
開
催
の
小
学
校
入
学
説
明
会
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

鷲
宮
地
区

申
込
期
間　

平
成
23
年
１
月
４
日

㈫
〜
18
日
㈫

申
込
方
法　

申
込
書
類
一
式
を
市

役
所
１
階
保
育
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
福
祉
課
へ
持
参

問
合
せ　

保
育
課
保
育
係
（
内
線

３
３
２
２
）ま
た
は
各
総
合
支
所

福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
９
１
６
／

鷲
宮
・
内
線
１
６
８
）

出
産
直
後
の

出
産
直
後
の

お
母
さ
ん
に

お
母
さ
ん
に

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
し
ま
す

派
遣
し
ま
す

　

出
産
後
の
退
院
か
ら
１
か
月

以
内
の
お
母
さ
ん
で
、
家
族
な

ど
か
ら
家
事
の
手
伝
い
を
受
け

ら
れ
な
い
方
が
利
用
で
き
ま

す
。

利
用
時
間　

９
時
か
ら
17
時
ま

で
の
１
日
２
時
間
以
内

※
１
月
当
た
り
10
日
間
を
限
度

支
援
内
容　

炊
事
、
洗
濯
、
掃

除
、
買
い
物
な
ど
、
母
親
の
身

体
的
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
家

事
全
般
、
沐
浴
の
補
助

費
用　

所
得
に
応
じ
て
１
時
間

当
た
り
０
円
〜
９
５
０
円

申
込
み
・
問
合
せ　

子
育
て
支

援
課
子
育
て
支
援
係
（
内
線

３
２
８
３
）

栗
橋
地
区

　

次
の
ク
ラ
ブ
の
入
所
児
童
募
集

に
つ
い
て
は
、
準
備
が
整
い
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

風
の
子
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
、
風

の
子
南
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
（
栗
橋

南
小
学
校
）
、
く
り
っ
子
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
（
栗
橋
小
学
校
）
、

ほ
ほ
え
み
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
栗
橋
西
小
学
校
・
栗
橋
南
小
学

校
・
栗
橋
小
学
校
）

問
合
せ　

保
育
課
保
育
係
（
内
線

３
３
２
２
）
ま
た
は
栗
橋
総
合
支

所
福
祉
課
（
内
線
２
３
８
）
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ひ
と
り
親
家
庭
児
童

ひ
と
り
親
家
庭
児
童

就
学
支
度
金
支
給
制
度
の
ご
案
内

就
学
支
度
金
支
給
制
度
の
ご
案
内

　

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
ま
た
は
養
育
者
家

庭
の
お
子
さ
ん
が
、
中
学
校
へ
入
学
す
る
と

き
に
就
学
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
金　

１
万
円

支
給
要
件　

①
養
育
し
て
い
る
子
が
、
平
成

23
年
４
月
に
中
学
校
入
学
予
定
で
あ
る
こ
と

②
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

③
生
活
保
護
受
給
中
で
な
い
こ
と

申
請
期
限　

12
月
28
日
㈫

申
請
方
法　

支
給
申
請
書
（
市
役
所
１
階
子

育
て
支
援
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
福
祉
課
で

配
布
。
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参

ま
た
は
郵
送
で
、
子
育
て
支
援
課
医
療
手
当

係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１　

所
在
地
記
入

不
要
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
課
へ

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
医
療
手
当
係
（
内

線
３
２
８
５
）
お
よ
び
各
総
合
支
所
福
祉

課
（
菖
蒲
・
内
線
１
４
６
／
栗
橋
・
内
線

２
３
７
／
鷲
宮
・
内
線
１
６
６
）

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
で
の
受
診
は
お
早
め
に
！

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
で
の
受
診
は
お
早
め
に
！

　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
の
対
象

と
な
る
方
に
お
送
り
し
た
子
宮
頸
が
ん
・
乳

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
対
象
と
な
る
方
に
８
月
下
旬

に
送
付
し
た
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
有
効
期

限
を
過
ぎ
る
と
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
だ
受

診
し
て
い
な
い
方
は
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
方
や

平
成
22
年
４
月
21
日
以
降
に
久
喜
市
に
転
入

し
た
方
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
を
再
発
行
し
ま
す

の
で
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
保
健
セ
ン
タ
ー

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健
係 

中
央　

☎
21
・
５
３
５
４
／
菖
蒲　

☎
85
・

７
０
２
１
／
栗
橋　

☎
53
・
１
１
１
１
（
内

線
６
１
２
）
／
鷲
宮　

☎
58
・
８
５
２
１

〜
有
効
期
限
は
平
成

〜
有
効
期
限
は
平
成
2323
年
２
月

年
２
月
2828
日
㈪
で
す
〜

日
㈪
で
す
〜

集
団
子
宮
頸
が
ん
検
診

集
団
子
宮
頸
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診
の

乳
が
ん
検
診
の

日
程
を
追
加
し
ま
し
た

日
程
を
追
加
し
ま
し
た

〜
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
〜

〜
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
〜

対
象　

乳
が
ん
検
診
は
30
歳
以
上
、
子
宮
頸

が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
で
、
平
成
23
年
３
月

31
日
時
点
で
偶
数
年
齢
の
方

※
奇
数
年
齢
で
も
昨
年
度
未
受
診
で
あ
れ
ば

受
診
可
。

内
容　

乳
が
ん
検
診
…
40
歳
未
満　

問
診
・

視
触
診
／
40
歳
以
上　

問
診
・
視
触
診
・
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

子
宮
頸
が
ん
検
診
…
問
診
・
内
診
・
子
宮
頸

部
細
胞
診

費
用　

乳
が
ん
検
診
…
40
歳
未
満　

４
０
０

円
（
医
師
が
必
要
を
認
め
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

を
実
施
し
た
場
合
８
０
０
円
）
／
40
歳
以
上

８
０
０
円

子
宮
頸
が
ん
検
診
…
５
０
０
円

そ
の
他　

費
用
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

日
程　

平
成
23
年
１
月
７
日
㈮

①
乳
が
ん
検
診
（
40
歳
以
上)

　

受
付
時
間　

12
時
〜
12
時
30
分

　

定
員　

30
人

　
　
　
　

（
超
え
た
場
合
は
②
で
受
診
可
）

②
乳
が
ん
検
診
（
40
歳
未
満
）

　

受
付
時
間　

13
時
〜
13
時
30
分

③
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

受
付
時
間　

13
時
〜
13
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

成
人
保
健
係　

☎
53
・
１
１
１
１
（
内
線

６
１
２
）

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

日
程　

平
成
23
年
１
月
18
日
㈫

④
乳
が
ん
検
診
（
40
歳
以
上
）

　

受
付
時
間　

12
時
〜
13
時

⑤
乳
が
ん
検
診
（
40
歳
未
満
）

　

受
付
時
間　

13
時
〜
13
時
30
分

⑥
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

受
付
時
間　

13
時
〜
13
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
成

人
保
健
係　

☎
21
・
５
３
５
４
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(1) 貸借対照表

借　　方 貸　　方

公共資産 1,484億8,411万円 地方債 432億2,200万円

有形固定資産 1,484億2,665万円 退職手当引当金 98億7,131万円

売却可能資産 5,746万円 未払金 1,944万円

投資等 30億1,192万円 賞与引当金 4億6,053万円

流動資産 43億9,979万円 負債合計 587億1,718万円

財政調整基金 19億1,182万円

純資産合計 971億7,864万円
減債基金 42万円

歳計現金 20億9,188万円

未収金 3億9,567万円

資産合計 1,558億9,582万円 負債・純資産合計 1,558億9,582万円

市民１人当たり貸借対照表

借　方 貸　方

公共資産 94万6千円 負債 37万4千円

投資等 1万9千円 純資産 61万9千円

流動資産 2万8千円

※人口157,007人【平成22年３月31日現在】

⑵ 行政コスト計算書

経常行政コスト 416億8,211万円

人にかかるコスト 93億6,784万円

物にかかるコスト 105億4,331万円

移転支出的なコスト 207億4,614万円

その他コスト 10億2,482万円

経常収益 16億510万円

純経常行政コスト 400億7,701万円

市民１人当たり経常行政コスト
　人にかかるコスト 6万円
　物にかかるコスト 6万7千円
　移転支出的なコスト 13万2千円
　その他コスト 7千円
※人口157,007人【平成22年3月31日現在】

⑶ 純資産変動計算書

期首純資産残高 999億7,974万円

純経常行政コスト △400億7,701万円

一般財源 297億684万円

補助金等受入 74億8,977万円

臨時損益 7,930万円

期末純資産残高 971億7,864万円

⑷ 資金収支計算書

経常的収支額 83億8,310万円

公共資産整備収支額 △27億3,850万円

投資・財務的収支額 △67億4,107万円

当年度歳計現金増減額 △10億9,647万円

期首歳計現金残高 31億8,835万円

期末歳計現金残高 20億9,188万円

平成21年度決算財務書類４表（普通会計）を公表します平成21年度決算財務書類４表（普通会計）を公表します
総務省方式改訂モデルによる

　皆さんに市の財政状況をよりわかりやすくお知らせするため、平成21年度決算の普通会計

財務書類４表（次の⑴～⑷）を作成しました。

問合せ　財政課財政係（内線2423）

⑴貸借対照表（バランスシート）

　年度末における市の財産（住民サービスを提供するた

めに所有している土地や建物などの資産）と、その財産

をどのような財源（負債・純資産）で調達してきたのか

を総括的に対照表示したものです。

【わかること】

資産…これからの世代に残る財産状況、これまでに投資

された資金の使途状況／負債…これからの世代が負担し

なければならない借入金状況／純資産…これまでの世代

が負担した資金状況

⑵行政コスト計算書

　１年間の行政サービス（資産形成を除く）を提供するために要した費

用と、その対価として得られた収益（財源）を対比させたものです。

【わかること】

経常行政コスト…経常的な行政サービスにかかる費用

経常収益…受益者負担でどの程度費用が賄われたか

⑶純資産変動計算書

　貸借対照表の純資産の部に計上されている各数値が、１年間でどのよ

うに変化したかを表したものです。

【わかること】今までの世代が負担してきた金額の１年間での増減

⑷資金収支計算書

　市の歳入・歳出を性質の異なる３つの区分（活動）に分けて表示した

ものです。

【わかること】①市がどのような活動に資金を必要とし、それをどう賄っ

たか／②歳計現金をどのような性質の活動で獲得し、使用しているか

４表の相互関係

「⑴貸借対照表」の純資産は、国・県からの補助金や

市の財源ですでに負担した部分を表していますが、こ

の純資産の変動を表したものが「⑶純資産変動計算

書」です。

「⑵行政コスト計算書」は、「⑶純資産変動計算書」

における純経常行政コストの詳細な内訳書です。

「⑷資金収支計算書」は、歳計現金の動きを表す計算

書ですが、期末歳計現金残高は「⑴貸借対照表」の歳

計現金と一致します。すなわち「⑷資金収支計算書」

は、「⑴貸借対照表」に計上されている歳計現金の増

減明細書です。
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採用した職 人数 業務内容

一般職（市民課等） ９ フロアマネージャー等

支援員（偕楽荘） １ 入所者の支援に関する業務

区　分 職員数
増減数 主な増減理由

部　門 平成21年 平成22年

一
般
行
政
部
門

議 会 14 9 △5 合併による承継職員の減

総 務 245（3） 227（3） △18（0）合併による承継職員の減

税 務 77（1） 70（1） △7（０）合併による承継職員の減

民 生 210（3） 204 △6（△3）合併による承継職員の減

衛 生 61 68（1） ７（１）合併による承継職員の増

労 働 1 1 0

農林水産 34 22 △12 県職員帰任による減

商 工 10 11 1 合併による承継職員の増

土 木 92（1） 109 17（△1）合併による承継職員の増

小 計 744（8） 721（5）△23（△3）
特
別
行
政
部
門

教 育 156（2） 151（4） △5（2）合併による承継職員の減

小  計 156（2） 151（4） △5（2）

普通会計計 900（10） 872（9）△28（△1）
公
営
企
業
会
計
部
門
等

水 道 40 36 △4 合併による承継職員の減

下水道 27 22 △5 合併による承継職員の減

その他 77 61 △16 合併による承継職員の減

小 計 144 119 △25

合　計 1,044（10） 991（９）△53（△1）

区　

分

20
歳
未
満

20
歳
〜
23
歳

24
歳
〜
27
歳

28
歳
〜
31
歳

32
歳
〜
35
歳

36
歳
〜
39
歳

40
歳
〜
43
歳

44
歳
〜
47
歳

48
歳
〜
51
歳

52
歳
〜
55
歳

56
歳
〜
59
歳

60
歳
以
上

計

職
員
数

１ 18 61 59 112 147 103 82 113 169 125 １ 991

区　分
住民基本台
帳人口（平
成21年度末）

歳出額
A

実質収支
人件費
Ｂ（※）

人件費率
（B/A）

平成
21年度

154,647人
44,902,648

千円
1,892,114

千円
8,605,534

千円
19.2%

区　分 職員数A
給与費 １人当たり

給与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計B

平成
22年度

872（9）
人
3,426,079

千円
605,864
千円

1,323,426
千円

5,355,369
千円

6,079千円

人事行政の運営等の状況を
公表します

市職員の任用や給与などの状況についてお知らせします。

※１市３町の合併により、一部の内容（対前年比等）

について掲載できない部分があります。

問合せ　人事課人事研修係・給与厚生係（内線2261～2264）

１　職員の任免及び職員数に関する状況

⑴職員採用の状況（平成21年度）※（　）はうち女性。

　事務職…35（９）人／技術職…12（11）人（内訳：

旧久喜市26、旧菖蒲町４、旧栗橋町７、旧鷲宮町10）

⑵再任用職員採用の状況（平成21年度・旧久喜市のみ）

　定年退職者等のうち、あらためて採用される職員で、

常時勤務職員と短時間勤務職員がいます。

⑶職位別任用状況（平成22年４月１日現在）

　※課長補佐級以上。（　）はうち女性。

部長級 副部長級 課長級 課長補佐級 合計

職員数 15（１） 24（０） 70（３） 126（19）235（23）

⑷退職の状況（平成21年度）

　※再任用職員を除く。（　）はうち女性。

事務職 技術職 技能労務職 全職員

定年退職 20（７） １（１) ６（４) 27（12）

勧奨退職 20（７） ３（３） １（１） 24（11）

普通退職 14（２） １（１） ０（０） 15（３）

退職者計 54（16） ５（５） ７（５） 66（26）

⑸部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

※平成21年の職員数は、合併前の１市３町の合算した人数です。

※職員数は一般職の人数で、地方公務員の身分を保有する休職者、派

遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除きます。

※（　）は、再任用短時間勤務職員で外書きです。

⑹年齢別職員構成の状況（平成22年４月１日現在）

２　職員の給与の状況

　市職員の給与は、人事院勧告（人事院が国家公務員に

ついて民間の水準に準拠した給与等の勤務条件を維持す

るために行う「勧告」のこと。公務員の労働基本権制約

の代償措置として通常毎年８月ごろ行われる。）に準拠

して改定を実施しています。

⑴人件費の状況（普通会計決算）

⑵職員給与費の状況（普通会計予算）

※職員手当には退職手当、児童手当を含みません。

※（　）内は、再任用短時間勤務職員で、外書きです。

⑶職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状

況（平成22年４月１日現在）

区分 平均年齢（歳） 平均給料月額（円） 平均給与月額（円）

一般行政職 44.4 340,659 427,393

技能労務職 48.9 272,891 306,660

⑷職員の初任給の状況（平成22年４月１日現在）

※平均給料月額は職員の基本給の平均、平均給与月額は給料月額と

諸手当（扶養・地域・住居・時間外勤務など）の合計の平均です。

区　　分
久喜市 国

初任給（円）２年後の給料額（円） 初任給（円）２年後の給料額（円）

一般行政職
大学卒 178,800 192,800 172,200 185,800

高校卒 149,800 161,600 140,100 149,800

技能労務職 高校卒 141,900 152,600 137,200 146,700

⑸職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（平成22年４月１日現在）

区分
経験年数

10年以上～15年未満 15年以上～20年未満 20年以上～25年未満

一般行政職
大学卒 275,066円 325,406円 353,760円

高校卒 226,700円 281,930円 306,827円

技能労務職 高校卒 207,700円 229,750円 249,280円

⑹一般行政職の級別職員数の状況（平成22年４月１日現在）

　※企業職、税務職、福祉職、技能労務職などは除く

市給与条例の給料表区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計

標準的な職務内容（※） 主事 主任 係長
課長
補佐

課長
副部
長

部長

職員数 99 159 227 97 60 23 14 679

構成比（%） 14.6 23.4 33.4 14.3 8.8 3.4 2.1 100.0

（※）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職

名です。

　※特別職に支給される給料・報酬等を含む
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３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

⑴勤務時間の概要

　１週間当たり38時間45分、原則毎週月～金曜日、８

時30分から17時15分までの勤務で、12時～13時は休憩

時間となっています。

⑵休暇制度の概要・種類等

　各休暇（年次有給・病気・特別・介護・組合）があ

ります。また、平成22年度は育児休業法等の改正に伴

い、子の看護休暇の取得要件の拡大等が行われました。

⑶年次有給休暇の取得状況（平成21年中）

　一般職員の平均取得日数　11.2日

⑷育児休業等の取得状況（平成21年度）

ア　育児休業…21人（すべて女性、うち新規取得９人）

　３歳未満の子を養育するため、３歳に達する日ま

での期間を限度に、職務に従事しないことが可能で

す。育児休業中は無給です。

イ　部分休業…12人（男１人、女11人／うち新規取得

６人）

　小学校就学の始期に満たない子を養育するため、１

日の勤務時間の一部（２時間を限度）について勤務

しないことが可能です。休業期間分の給与は減額さ

れます。

ウ　育児短時間勤務制度…２人（ともに女性で新規利用）

　小学校に就学するまでの子を養育するため、一定の

勤務形態（週20～25時間）での勤務が可能です。

給与は勤務時間数に応じた額が支給されます。

⑸時間外勤務の状況（平成21年度）

　一般職員の月当たり平均時間外勤務　12.9時間

４　職員の分限及び懲戒処分の状況

⑴分限処分の状況（平成21年度）

　心身の故障による休職　４人

　分限処分は、勤務成績が良くない場合などに行われる不

利益処分で、免職、降任、休職および降給があります。

⑵懲戒処分の状況（平成21年度）

　懲戒処分は、法令に違反した場合等の法律に規定され

る一定の事由により公務の規律と秩序を維持することを

目的として行われる不利益処分で、免職、停職、減給お

よび戒告があります。平成21年度に懲戒処分を受けた

職員はいませんでした。

５　職員の服務の状況

⑴職員の守るべき義務の概要

・服務の根本基準「すべて職員は、全体の奉仕者とし

て公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に

当っては、全力を挙げてこれに専念しなければならな

い。」（地方公務員法第30条）

・法令等及び上司の職務上の命令に従う義務／信用失墜

行為の禁止／秘密を守る義務／職務に専念する義務／

政治的行為の制限／争議行為等の禁止／営利企業等の

従事制限（同法第32～38条）

⑵職務専念義務免除の状況(平成21年度)

　研修を受ける場合…34件／厚生事業に参加する場合

…20件／その他（人間ドック受診など）…190件

　条例により、職員が研修を受ける場合や厚生事業に参

加する場合などに、職務専念義務が免除されることがあ

ります。

⑶営利企業等従事の許可状況（平成21年度）

　許可件数…７件（工業統計調査員など）

　地方公務員法により、職員は任命権者の許可を受けな

ければ、営利を目的とする会社等の役員を兼ねたり、報

酬を得ていかなる事業もしくは事務にも従事等をしては

ならないとされています。

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況

⑴研修の概要（平成21年度）

　実施した研修…22回（新規採用職員研修・職員全体

研修など／延べ1,142人参加）

⑵職員の勤務成績の評定

　地方公務員法では、「任命権者は、職員の執務につ

いて定期的に勤務成績の評定を行い、その評定の結果に

応じた措置を講じなければならない。」と規定されてい

て、平成21年度は、旧１市３町それぞれで勤務成績の評

定を行っていました。現在市では、職員の人材育成など

を目的として人事評価制度等の導入を検討しています。

７　職員の福祉及び利益の保護の状況

⑴福利厚生制度に係る市の負担状況（平成21年度）

　市の負担金支出…1,230,304千円

　職員の共済制度を取り扱う「埼玉県市町村職員共済組

合」の事業を運営する費用は、組合員である職員の掛金

と使用者である市（旧市町）の負担金によって賄われ、

負担金の率は法律で定められています。

⑵公務災害の発生状況（平成21年度）

　認定件数…４件

　公務災害補償制度は、職員が公務上の災害（負傷、疾

病、障害及び死亡）または通勤による災害を受けた場合

に生じた損害の補填（補償）、被災職員の社会復帰、職

員・遺族の援護などの事業を行うものです。

８　公平委員会の業務の状況（平成21年度）

　「勤務条件に関する措置の要求」および「不利益処分に

関する不服申立て」について、該当はありませんでした。

⑺特別職の報酬等の状況（平成22年４月１日現在）

区分 給料月額等 区  分 支給割合

給
料

市長 910,000円

期
末
手
当

市長 6月期　1.95月分
12月期　2.20月分

計　4.15月分副市長 780,000円 副市長

報
酬

議長 445,000円 議長
6月期　1.95月分
12月期　2.20月分

計　4.15月分
副議長 385,000円 副議長

議員 360,000円 議員

退
職
手
当

市長
［算定方式］給料月額×勤続期間の月数×0.35×1.15
［支給時期］任期満了(退職)時

副市長
［算定方式］給料月額×勤続期間の月数×0.21×1.15
［支給時期］任期満了（退職）時
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20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

年
金
コ
ラ
ム

結
婚
式
場
・
披
露
宴
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

　

20
歳
を
迎
え
る
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
権
利
と
と
も
に
義
務
も
生

ま
れ
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

す
べ
て
の
人
が
加
入
し
て
、
老

後
の
所
得
保
障
だ
け
で
な
く
、

障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
故
な
ど
に
よ
り
私
た
ち
の

生
活
の
安
定
が
損
な
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
前

も
っ
て
保
険
料
を
出
し
合
い
お

互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し

現
役
世
代
の
負
担
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
基
礎
年
金
の
半
分

は
国
庫
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
加
入
の
手
続
き
や

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年

金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
「
あ
の
と
き
に
…
」

と
後
悔
す
る
前
に
、
必
ず
国
民
年

金
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少

な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

ブ
ラ
ン
ド
米　

ブ
ラ
ン
ド
米　

彩彩  

の
か
が
や
き
に

の
か
が
や
き
に

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

◇
埼
玉
生
ま
れ
の
「
彩
の
か
が
や
き
」

　

市
内
で
は
、
多
く
の
農
家
の
皆

さ
ん
が
「
彩
の
か
が
や
き
」
と
い

う
品
種
の
米
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
県
の
試
験
研
究
機
関

が
10
年
の
歳
月
を
か
け
て
開
発
・

育
成
し
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
並
ぶ
埼

玉
県
を
代
表
す
る
米
の
品
種
で
す
。

◇
猛
暑
で
危
機
的
状
況
に

　

と
こ
ろ
が
今
年
は
、
今
夏
の
記

録
的
な
猛
暑
に
よ
り
、
米
粒
に
白

い
部
分
が
発
生
し
て
し
ま
う
「
白し

ろ

未み

熟
じ
ゅ
く

粒り
ゅ
う

」
が
多
く
で
き
て
し
ま

い
ま
し
た
。
米
の
味
は
平
年
と
同

様
に
お
い
し
い
の
で
す
が
、
白
未

熟
粒
が
多
く
な
る
と
、
見
た
目
の

問
題
な
ど
か
ら
品
質
検
査
の
統
一

規
格
か
ら
外
れ
て
、
「
規
格
外

米
」
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
農
家
の
皆
さ
ん
が

丹
精
こ
め
て
育
て
た
「
彩
の
か
が

や
き
」
が
、
通
常
の
流
通
方
法
で

は
値
段
の
付
か
な
い
状
況
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

◇
規
格
外
米
の
購
入
支
援
を
！

　

次
の
直
売
所
な
ど
で
は
、
農
家

く
ら
し
の
１
１
０
番
情
報

く
ら
し
の
１
１
０
番
情
報

【
問
題
点
】

　

契
約
や
申
し
込
み
の
際
に
事
業

者
か
ら
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ

ず
、
解
約
を
申
し
出
る
と
申
込
金

が
返
金
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
解
約

料
を
請
求
さ
れ
た
り
し
て
、
も
め

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
者
が
「
予
約
が
埋
ま
っ
て

し
ま
う
」
な
ど
と
言
っ
て
契
約
や

申
し
込
み
を
せ
か
せ
た
り
、
式
場

等
の
予
約
の
際
に
「
仮
予
約
」
な

ど
と
説
明
さ
れ
た
の
で
、
「
契

約
は
ま
だ
成
立
し
て
い
な
い
」

「
キ
ャ
ン
セ
ル
を
し
て
も
解
約
料

等
は
発
生
し
な
い
」
と
思
っ
て
い

て
、
後
日
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
と
解

約
料
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
事
例

も
あ
り
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

結
婚
式
や
披
露
宴
の
費
用
は
高

額
で
す
。
契
約
書
、
約
款
、
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
を
確
認
し
、
十
分
に

検
討
し
た
上
で
契
約
や
申
し
込
み

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

解
約
す
る
場
合
に
は
、
挙
式
の

何
日
前
ま
で
に
ど
れ
だ
け
の
解
約

料
が
か
か
る
の
か
、
申
込
金
に
つ

い
て
ど
れ
だ
け
返
金
が
あ
る
の
か

を
よ
く
確
認
し
、
そ
の
根
拠
と
な

る
契
約
書
や
約
款
な
ど
は
必
ず
受

け
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
者
契
約
法
で
は
、
事
業
者

に
一
方
的
に
有
利
と
な
る
条
項
を

無
効
と
す
る
規
定
を
設
け
て
い
ま

す
。
高
額
な
解
約
料
を
請
求
さ
れ

て
も
、
そ
の
額
が
事
業
者
に
発
生

す
る
平
均
的
な
損
害
額
を
超
え
る

と
き
は
、
超
え
る
部
分
が
無
効
に

な
り
ま
す
。

　

困
っ
た
り
不
安
に
な
っ
た
り
し

た
と
き
は
、
早
め
に
次
の
窓
口
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
窓
口

県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

☎
０
４
８
・
７
３
４
・
０
９
９
９

※
月
〜
金
曜
日　

９
時
30
分
〜
16
時

市
消
費
生
活
相
談

　

24
ペ
ー
ジ
の
無
料
相
談
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

く
ら
し
安
全
課
市
民
生

活
・
青
少
年
係
（
内
線
２
６
４
１
）

【
事
例
】  

　

結
婚
式
場
を
下
見
の
際
に
「
今
日
契
約
す
れ
ば
値
引
き
す
る
」
と
せ
か

さ
れ
て
、
申
込
金
30
万
円
を
支
払
っ
て
８
か
月
先
の
披
露
宴
の
契
約
を
し

た
。
２
日
後
に
解
約
を
申
し
出
る
と
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
と
し
て
支
払
い
済

み
の
申
込
金
を
返
金
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、
規

格
外
米
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
彩
の

か
が
や
き
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
「
彩
の
か
が

や
き
」
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
何
よ
り
の
励
み
と
な
り
、

支
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

JA
南
彩

（
久
喜
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

☎

25
・
１
５
１
５
／
久
喜
農
産
物
直

売
所　

☎
25
・
１
１
８
３
／
菖
蒲

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

☎
85
・

４
４
４
４
）

JA
埼
玉
み
ず
ほ
北
部
経
済
セ
ン

タ
ー　

☎
57
・
１
２
６
０

の
場
合
は
、
「
学
生
納
付
特

例
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
」

な
ど
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
と
併

せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
課
市
民
係
（
内

線
２
６
６
３
）
、
各
総
合
支
所

市
民
税
務
課
（
菖
蒲
・
内
線
１

２
１
／
栗
橋
・
内
線
２
１
５
／

鷲
宮
・
内
線
１
２
８
）
、
春
日

部
年
金
事
務
所　

☎
０
４
８
・

７
３
７
・
７
１
１
４
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地
デ
ジ
化
へ
の
支
援
制
度

チャレン
ジ25

キャンペ
ーンとは

　

地
デ
ジ
化
完
了
ま
で
、
残
り
８
か
月
。
ま
だ
、
地
デ
ジ
化
が
済
ん
で
い
な
い
方
の
た
め

に
、
今
回
は
地
デ
ジ
化
の
た
め
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
内
線
２
２
８
２
）

助成制度

　平成23年７月23日の地上デジタ

ル放送への切り替えを順調に進める

ため、国は次の助成制度を実施して

います。申し込みの締切日は12月

28日㈫です。

①共同住宅の共聴施設改修助成

アパート・マンションなどの共同

住宅の共聴施設を地デジ化する

際、経費負担が過重となる場合

に、共聴施設の設置者に対して経

費の一部を助成しています。

②簡易チューナーの無償給付

経済的な理由等で、地デジ化でき

ない世帯に対して、簡易チュー

ナーの無償給付等を行っていま

す。

地
デ
ジ
化

地
デ
ジ
化
のの
基
本
基
本
（
連
載
第
２
回
）

（
連
載
第
２
回
）

チャレンジ25チャレンジ25 キャンペーン キャンペーン（連載第２回）（連載第２回）

　地球温暖化の問題は、猛暑日の増加やゲリラ豪雨の発生などに見られるように、わたしたちの生活の中

で、より身近なものになっています。日々の暮らしの中で、わたしたち一人ひとりができることを６つの

チャレンジとして紹介しています。２回目となる今月のテーマは、「省エネ製品の選択」です。

問合せ　環境管理課環境企画係（内線2822）

　省エネ性に優れた製品に買い替えると、電気代もCO2

排出量も大きな削減効果が得られます。

 お財布にも環境にもやさしい製品への選択に、できる

範囲でチャレンジしていきましょう。

①古い冷蔵庫や古いエアコンを省エネタイプに買い替え

よう！

②古いテレビを省エネテレビに買い替えよう！

③家庭用燃料電池や高効率の給湯器（CO2冷媒ヒートポ

ンプ型など）を導入しよう！

④白熱電球を電球型蛍光灯やLED照明に買い替えよう！

⑤ハイブリッド自動車や電気自動車に買い替えよう！

チャレンジ２チャレンジ２

「省エネ製品の選択」「省エネ製品の選択」

　国は2020年までに、温室効果ガスの排出量を

1990年比で25パーセント削減することを目標に掲

げ、国全体で取り組みを進めています。そのための

国民的運動がこのキャンペーンです。オフィスや家

庭などで、環境にやさしい生活スタイルを実践しま

しょう。

　テレビ放送における地上アナログ放送から地上デジタル放送へ

の切り替えについて、「地デジ化」という言葉を使っています。

地デジ化とは？地デジ化とは？

相談制度

　地デジ化に関する電話相談、世帯

への戸別訪問による相談、共聴施設

の所有者への相談などを行っていま

す。

①地上デジタル放送に関する疑問・

質問・問い合わせは

デジサポ埼玉（総務省埼玉県テレ

ビ受信者支援センター）

　☎048－610－8080

ホームページ

http://www.digisuppo.jp

②簡易チューナーに関する申し込

み・問い合わせは

総務省地デジチューナー支援実施

センター　☎0570－033840／℻
044－966－8719



広報 くき　2010（平成22年）.12 16

料
等
を
添
え
て
、
持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
広
報
広
聴
課
広
報
広
聴

係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１　

所
在
地
記
入
不

要
／
℻
22
・
１
９
９
６
／
Ｅ
メ
ー
ル　

koho@

city.kuki.lg.jp

）
へ

①
団
体
・
グ
ル
ー
プ
名
／
②
代
表
者
の
氏ふ

り

名が
な

・
住
所
・
電
話
番
号
／
③
主
な
活
動
内

容
／
④
参
加
人
数
／
⑤
対
話
・
懇
談
し
た

い
テ
ー
マ
・
項
目
（
で
き
る
限
り
具
体
的
に
）

そ
の
他　

意
見
交
換
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
、
市
の
担
当
職
員
が
同
席
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

参
加
団
体
等
の
決
定　

申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
で
決
定
し
、
結
果
は
応
募
さ
れ
た

代
表
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

日
時　

平
成
23
年
１
月
28
日
㈮

　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

場
所　

鷲
宮
総
合
支
所

テ
ー
マ　

市
政
や
市
民
活
動
に
関
す
る
こ
と

応
募
要
件　

主
に
鷲
宮
地
区
で
活
動
す
る
市

民
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者

※
個
人
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

※
未
成
年
者
の
団
体
は
、
保
護
者
等
の
引
率

を
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
数　

２
団
体

※
１
団
体
で
参
加
人
数
は
５
人
程
度
、
対
話

時
間
は
１
団
体
に
つ
き
約
30
分
。

応
募
期
限　

12
月
24
日
㈮

応
募
方
法　

次
の
①
〜
⑤
に
つ
い
て
記
入
の

上
、
活
動
内
容
が
わ
か
る
チ
ラ
シ
、
総
会
資

〜
み
な
さ
ん
の
意
見
を
市
長
が
直
接
伺
い
ま
す
〜

●
第
３
回
は
鷲
宮
地
区
で
開
催

　

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
た
い
と
の
考
え
の
も
と
、
市
長
が
皆
さ
ん
の
お
住
ま
い

の
地
域
へ
出
張
す
る
「
き
ょ
う
の
出
前
市
長
室
」
。
鷲
宮
地
区
の
市
民
団
体
の
み
な
さ
ん
、

日
ご
ろ
の
活
動
や
市
政
に
つ
い
て
の
考
え
な
ど
、
市
長
と
気
兼
ね
な
く
意
見
交
換
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ　

広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
係
（
内
線
５
９
１
１
）

き
ょ
う
の
出
前  

市 

長 

室

　

わ
た
し
た
ち
の
周
り
で
は
、
卵
、
乳
製

品
、
小
麦
な
ど
、
あ
る
特
定
の
物
を
食
べ
る

と
、
じ
ん
ま
し
ん
、
腹
痛
、
せ
き
込
み
な
ど

を
発
症
す
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
調
査
に
よ
る

と
、
約
10
％
の
乳
児
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
子
ど
も
は
、
小
学
校
入
学
前
ま
で

に
そ
の
食
物
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
中
に
は
小
学
生
に
な
っ
て
も

ご
く
微
量
の
成
分
で
血
圧
低
下
、
呼
吸
困

難
、
意
識
喪
失
な
ど
、
非
常
に
危
険
な
症
状

を
お
こ
す
子
ど
も
も
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も

は
原
因
と
な
る
食
物
を
除
去
し
、
主
に
自
宅

で
慎
重
に
調
理
し
た
も
の
だ
け
を
食
べ
て
い

ま
す
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
怖
さ
を
知
ら
な
い
大

人
た
ち
の
中
に
は
、
「
好
き
嫌
い
の
一
種

だ
」
「
わ
が
ま
ま
な
だ
け
だ
」
「
慣
れ
れ
ば

大
丈
夫
」
と
言
っ
て
無
理
に
食
べ
さ
せ
よ
う

人権人権
それは愛それは愛
「
ほ
ん
と
う
は
食
べ
た
い
よ
。
で
も
ね
…
」

〜
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
〜

と
す
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
同
士

の
悪
ふ
ざ
け
で
、
食
べ
ら
れ
な
い
物
を
無
理

に
食
べ
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

誤
っ
て
原
因
食
物
を
食
べ
た
と
き
の
危
険

性
を
伝
え
る
と
、
食
事
の
提
供
を
拒
否
さ
れ

た
り
、
宿
泊
行
事
な
ど
へ
の
参
加
や
幼
稚
園

な
ど
の
入
園
を
断
ら
れ
た
り
す
る
例
も
あ

り
、
非
常
に
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
は
増
え

て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
こ
と
を
周
り
の
わ
た
し
た
ち
が
正

し
く
理
解
し
、
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

12
月
４
日
〜
10
日
は
「
人
権
尊
重
社
会
を
目

指
す
県
民
運
動
強
調
週
間
」

　

国
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
国
際
連
合
総

会
で
採
択
さ
れ
た
１
９
４
８
年
12
月
10
日
を

記
念
し
て
、
毎
年
こ
の
期
間
を
人
権
週
間
と

定
め
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
係

　
　
　
　

（
内
線
４
２
８
６
）

古ふ
る

澤さ
わ

範の
り

由よ
し

さ
ん

（
本
町
１
）

受　賞
おめでとうございます
歯科保健功労者表彰
（知事表彰）

　昭和61年から長年にわた
り、市医として市の歯科保健事
業に協力され、学校歯科医を務
められるなど、歯科保健の向上
に尽力された功績が認められま
した。

遠え
ん

藤ど
う

高た
か

明あ
き

さ
ん

（
久
喜
中
央
１
）

　昭和62年から長年にわた
り、市医として市の歯科保健事
業に協力され、学校歯科医を務
められるなど、歯科保健の向上
に尽力された功績が認められま
した。

岡お
か

野の

晴は
る

子こ

さ
ん

瀨せ

田た

房ふ
さ

子こ

さ
ん

中な
か

村む
ら

喜き

美み

子こ

さ
ん

人権擁護委員に

再任されました

　10月1日付けで、法務

大臣から次の皆さんが人

権擁護委員に委嘱されま

した。
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瑞
ずい

宝
ほう

小
しょう

綬
じゅ

章
しょう

（運輸行政事務功労）

櫻
さくら

井
い

正
まさ

憲
のり

さん

（菖蒲町菖蒲）

　

昭
和
39
年
か
ら
28
年
間
、
運
輸
省

（
現
・
国
土
交
通
省
）
に
奉
職
さ

れ
、
第
五
港
湾
建
設
局
長
の
要
職
を

務
め
る
な
ど
、
主
要
な
港
の
施
設
整

備
や
港
湾
建
設
計
画
の
策
定
な
ど
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞宝小綬章

（通産行政事務功労）

吉
よし

岡
おか

喜
き

一
いち

郎
ろう

さん

（青葉２）

　

35
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
通
商

産
業
省
（
現
・
経
済
産
業
省
）
に
奉

職
さ
れ
、
中
小
企
業
庁
小
規
模
企
業

指
導
官
の
要
職
を
務
め
た
ほ
か
、
産

業
政
策
や
消
費
者
行
政
な
ど
通
産
行

政
各
般
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
ずい

宝
ほう

双
そう

光
こう

章
しょう

（郵政事業功労）

古
ふる

澤
さわ

　利
とし

さん

（久喜北２）

　

39
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
郵
政

省
（
現
・
郵
政
事
業
㈱
）
に
奉
職
さ

れ
、
光
が
丘
郵
便
局
長
な
ど
の
要
職

を
務
め
た
ほ
か
、
簡
易
保
険
の
分
野

や
郵
政
職
員
の
教
育
・
能
力
向
上
な

ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞宝双光章

（総務庁行政事務功労）

武
む

藤
とう

　信
しん

さん

（桜田３）

　

36
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
行
政

管
理
庁
（
現
・
総
務
省
）
に
奉
職
さ

れ
、
関
東
管
区
行
政
監
察
局
主
席
調

査
官
の
要
職
を
務
め
る
な
ど
、
国
の

行
政
運
営
の
健
全
化
・
効
率
化
な
ど

の
改
善
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
ずい

宝
ほう

単
たん

光
こう

章
しょう

（社会福祉功労）

土
つち

屋
や

久
ひさ

子
こ

さん

（久喜中央１）

　

昭
和
54
年
か
ら
約
31
年
間
、
社
会

福
祉
法
人
同
仁
会
の
理
事
と
し
て
、

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
増
進
に
寄

与
し
、
昭
和
52
年
か
ら
９
年
間
、
久

喜
市
民
生
児
童
委
員
を
務
め
る
な

ど
、
地
域
福
祉
の
充
実
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

黄
おう

綬
じゅ

褒
ほう

章
しょう

（業務精励）

田
た

中
なか

　孝
たかし

さん

（菖蒲町新堀）

　

40
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
製
麺

業
に
従
事
さ
れ
、
㈱
田
中
製
麺
社

長
、
全
国
製
麺
協
同
組
合
連
合
会
副

会
長
を
務
め
、
優
れ
た
見
識
と
卓
越

し
た
指
導
力
で
、
製
麺
業
界
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
ずい

宝
ほう

双
そう

光
こう

章
しょう

（警察功労）

宇
う

賀
が

神
じん

　勇
いさむ

さん

（南栗橋５）

　

40
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
警
視

庁
警
察
官
と
し
て
、
主
に
刑
事
事
件

の
捜
査
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
多
く

の
事
件
を
解
決
し
、
市
民
生
活
の
安

全
と
犯
罪
の
予
防
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

瑞宝双光章

（警察功労）

熊
くま

倉
くら

貞
さだ

夫
お

さん

（久喜北２）

　

40
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
警
視

庁
警
察
官
と
し
て
、
主
に
刑
事
事
件

の
捜
査
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
多
く

の
事
件
を
解
決
し
、
市
民
生
活
の
安

全
と
犯
罪
の
予
防
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

瑞宝双光章

（警察功労）

宍
しし

戸
ど

幸
こう

三
ぞう

さん

（南栗橋４）

　

41
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
警
視

庁
警
察
官
と
し
て
、
主
に
交
通
分
野

の
業
務
で
活
躍
さ
れ
、
多
く
の
事

件
・
事
故
を
を
解
決
す
る
な
ど
、
市

民
生
活
の
安
全
と
犯
罪
の
予
防
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞宝双光章

（防衛功労）

田
た

畑
ばた

昭
しょう

治
じ

さん

（桜田４）

　

39
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
陸
上

自
衛
官
と
し
て
、
主
に
地
対
空
ミ
サ

イ
ル
の
防
空
任
務
な
ど
後
方
支
援
の

分
野
で
活
躍
さ
れ
、
国
家
の
平
和
と

安
全
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞宝双光章

（警察功労）

堀
ほり

口
ぐち

邦
くに

夫
お

さん

（久喜東１）

　

40
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
埼
玉

県
警
察
官
と
し
て
、
主
に
交
通
分
野

の
業
務
で
活
躍
さ
れ
、
多
く
の
事

件
・
事
故
を
解
決
す
る
な
ど
、
市
民

生
活
の
安
全
と
犯
罪
の
予
防
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

瑞
ずい

宝
ほう

単
たん

光
こう

章
しょう

（消防功労）

石
いし

井
い

聖
まさ

矩
のり

さん

（久喜本）

　

42
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
東
京

消
防
庁
消
防
官
と
し
て
、
主
に
消
防

活
動
の
現
場
指
揮
や
火
災
予
防
の
業

務
で
活
躍
さ
れ
、
人
命
の
安
全
確
保

や
財
産
の
保
全
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

瑞宝単光章

（警察功労）

髙
たか

橋
はし

清
せい

七
しち

郎
ろう

さん

（緑１）

　

38
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
警
視

庁
警
察
官
と
し
て
、
特
に
少
年
の
健

全
育
成
・
補
導
活
動
な
ど
後
方
支
援

の
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
市
民
生
活
の

安
全
と
犯
罪
の
予
防
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

瑞
ずい

宝
ほう

双
そう

光
こう

章
しょう

（教育功労）

白
しら

石
いし

　順
じゅん

さん

（鷲宮）

　

40
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
、
公

立
学
校
職
員
と
し
て
、
主
に
栗
橋
南

小
学
校
長
・
栗
橋
東
第
二
小
学
校
長

を
務
め
る
な
ど
、
学
校
教
育
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
褒
章

秋
の
褒
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲

秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲

受章おめでとうございます
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菖蒲文化会館（アミーゴ）菖蒲文化会館（アミーゴ）

10月31日㈰～11月7日㈰10月31日㈰～11月7日㈰

栗橋文化会館（イリス）栗橋文化会館（イリス）

10月30日㈯～11月１日㈪10月30日㈯～11月１日㈪
写写 真真

スス－－ュュニニ
市民の皆さんが多数参加してさまざまな催しが

開催されました。

上田県知事の「とことん訪問」上田県知事の「とことん訪問」

文化祭文化祭

大人気のしょうぶパン鬼
キ

ー

▲

　市内各地で文化祭が開催され、日ごろから文化・芸術活

動に励まれている多くの皆さんが活動の成果を発表しまし

▲遠
とお

山
やま

益
すすむ

さん（お茶

の水女子大学名誉教

授)による本
ほん

多
だ

静
せい

六
ろく

博士記念講演会

　10月27日㈬、上
うえ

田
だ

埼玉県知事が市内の富士梱包資材㈱を

訪れました。同社では、緩衝材の製造をあえて手作業にす

ることで高齢者や知的障がい者の就労支援に取り組んでい

ます。当日は、そこで働く人と積極的な意見交換が行われ

ました。

菖蒲産業祭菖蒲産業祭
　11月３日㈷、あやめ公園・あやめ会館で久喜市菖蒲産業

祭が開催されました。イベントや即売会のほか、青森県野

辺地町と長野県青木村の特別参加もあって、会場は大勢の

人で賑わっていました。

▲野辺地町特産ホタテの
　乾物等の販売

将棋大会

▲

鷲宮総合支所鷲宮総合支所

10月16日㈯・17日㈰10月16日㈯・17日㈰

▲短歌の展示

▲フラワーアレンジメントの展示

▲茶会
ベリーダンスの発表

▲
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お知らせお知らせ
久喜市役所 ☎22ー1111

菖蒲総合支所 ☎85ー1111

栗橋総合支所 ☎53ー1111

鷲宮総合支所 ☎58ー1111

専
門
家
に
よ
る

無
料
相
談
会
開
催

○
合
同
無
料
登
記
相
談
会

日
時　

12
月
８
日
㈬　

13
時
〜
16
時

場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室
１
・
２

内
容　

相
続
、
多
重
債
務
・
破
産

申
立
、
建
物
表
題
・
増
築
・
滅
失

登
記
・
境
界
確
認
、
測
量
に
関
す

る
相
談
、
土
地
分
筆
・
地
積
更

正
・
地
目
変
更
、
不
動
産
・
会
社

法
人
登
記
、
そ
の
他
登
記
に
関
す

る
相
談
等

申
込
み　

会
場
先
着
順

主
催　

埼
玉
司
法
書
士
会
埼
葛
支

部
・
埼
玉
土
地
家
屋
調
査
士
会
埼

葛
支
部

○
行
政
書
士
無
料
相
談
会

日
程　

12
月
15
日
㈬　

①
14
時
〜

16
時　

②
18
時
〜
20
時

場
所　

①
菖
蒲
総
合
支
所
４
階
第

５
集
会
室　

①
栗
橋
総
合
支
所
第

２
庁
舎
２
階
第
１
会
議
室　

①
鷲

宮
総
合
支
所
４
階
４
０
５
会
議
室

②
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜
３
階

会
議
室
３
・
４

第
１
回
生
涯
学
習
推
進
大
会

当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

小
学
生
作
文
等
の
募
集

内
容　

相
続
・
遺
言
・
贈
与
、
許

認
可
申
請
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ

い
て
相
談
に
乗
り
、
分
か
り
や
す

く
ア
ド
バ
イ
ス

申
込
み　

会
場
先
着
順

主
催　

埼
玉
県
行
政
書
士
会
埼
葛
支
部

○
不
動
産
無
料
相
談
会

日
時　

12
月
22
日
㈬　

13
時
〜
16
時

場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室
１
・
２

内
容　

不
動
産
取
引
に
つ
い
て
の

悩
み
、
困
り
ご
と
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
な
ど
、
専
門
的
立
場
か
ら
適

切
に
ア
ド
バ
イ
ス

申
込
み　

会
場
先
着
順

主
催　

㈳
宅
建
協
会
埼
葛
支
部

問
合
せ　

各
相
談
会
と
も
、
く
ら

し
安
全
課
市
民
生
活
・
青
少
年
係

（
内
線
２
６
４
１
）

福
祉
の
仕
事
面
談
会
・

個
別
相
談
会
開
催

〜
埼
玉
弁
護
士
会
「
し
ん
ら
い
」

法
テ
ラ
ス
の
弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
〜

日
時　

平
成
23
年
１
月
21
日
㈮

13
時

場
所　

幸
手
市
北
公
民
館
（
幸
手

市
大
字
内う

ち

国ご

府う

間ま

８
６
７
）

内
容　

障
が
い
者
が
陥
り
や
す
い

ト
ラ
ブ
ル
の
講
演
お
よ
び
弁
護
士

に
よ
る
個
別
相
談

対
象　

障
が
い
者
当
事
者
、
家

族
、
関
係
者

費
用　

無
料

主
催　

埼
葛
北
地
区
地
域
自
立
支

援
協
議
会

申
込
期
限　

12
月
28
日
㈫

申
込
方
法
・
問
合
せ　

個
別
相
談

を
希
望
す
る
方
の
み
（
講
演
会
は

申
し
込
み
不
要
）
、
直
接
ま
た
は

電
話
で
、
障
が
い
者
福
祉
課
自
立

支
援
係
（
内
線
３
２
４
６
）
ま
た

は
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・

内
線
１
４
０
／
栗
橋
・
内
線
２
３

５
／
鷲
宮
・
内
線
１
６
２
）
へ

　

福
祉
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方

や
福
祉
の
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

を
対
象
に
市
の
近
隣
社
会
福
祉
施

設
な
ど
と
合
同
で
面
談
会
・
個
別

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
16
日
㈭　

14
時
〜
16
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

３
階
会
議
室
（
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
）

問
合
せ　

埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議

会
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
０
４

８
・
８
２
２
・
１
１
９
１

求
人
企
業
合
同
面
接
会
開
催

　

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
で

は
、
平
成
22
年
度
第
３
次
求
人
企

業
合
同
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
17
日
㈮　

13
時
〜
16
時

場
所　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
４
階
市
民
ホ
ー
ル
（
さ
い
た
ま

市
大
宮
区
桜
木
町
１
の
７
の
５
）

対
象　

平
成
23
年
３
月
に
大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
の
卒
業
が
見
込

ま
れ
る
方
（
１
〜
３
年
以
内
の
既

卒
者
も
参
加
可
）

そ
の
他　

参
加
企
業
30
社
予
定
。

入
退
場
自
由
、
履
歴
書
複
数
持

参
、
「
参
加
企
業
求
人
情
報
」
を

来
場
者
全
員
に
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ　

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議

会
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

ko
taiky

o
u
-saitam

a.n
e
.jp
/

）　

☎
０
４
８
・
６
４
７
・
４
１
８
５

　

平
成
23
年
２
月
５
日
㈯
・
６
日

㈰
に
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る

第
１
回
久
喜
市
生
涯
学
習
推
進
大

会
「
ま
な
び
す
と
久
喜
」
で
、
当

日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
と
小
学
生
か
ら
の

作
文
を
募
集
し
ま
す
。

◆
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
人
数　

50
人
程
度

※
２
日
間
の
う
ち
、
１
日
だ
け
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
で
も
結
構
で
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

◆
作
文
募
集

作
文
内
容　

子
ど
も
た
ち
の
「
未

来
の
久
喜
市
」
に
向
け
た
夢
や
希

望
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
４
０
０
文
字

原
稿
用
紙
２
枚
程
度
）

※
作
文
は
、
当
日
会
場
に
掲
示
し

ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
小
学
生

応
募
期
限　

12
月
24
日
㈮　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

当
日
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、
作
文
は
持
参
ま
た
は
郵
送

で
、
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１　

所
在

地
記
入
不
要　

内
線
４
２
８
１
／

℻
21
・
４
９
７
７
）
へ

環
境
影
響
評
価
調
査
計
画
書

縦
覧
の
お
知
ら
せ

　

幸
手
市
大
字
平ひ

ら

須す

賀か

・
大
字
神か

み

扇お
う
ぎ

地
区
ほ
か
の
工
業
団
地
整
備

計
画
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
条
例
に

基
づ
き
環
境
影
響
評
価
調
査
計
画

書
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。
な

お
、
調
査
計
画
書
に
対
す
る
意
見

書
の
提
出
も
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

12
月
14
日
㈫
〜
平
成

23
年
１
月
14
日
㈮

場
所　

幸
手
市
役
所
企
業
誘
致
推

進
室
、
久
喜
市
役
所
環
境
保
全
課

意
見
書
提
出
期
間　

12
月
14
日
㈫

〜
平
成
23
年
１
月
28
日
㈮

提
出
先　

幸
手
市
役
所
企
業
誘
致

推
進
室

問
合
せ　

幸
手
市
企
業
誘
致
推
進

室　

☎
43
・
１
１
１
１

障
が
い
者
の
た
め
の

法
律
相
談
会
開
催



広報 くき　2010（平成22年）.12 20

手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
の
申
し
込
み
は
各
事
業
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
名
・
日
時
・
事
業
等
の
担
当
課
に
つ
い
て
、

障
が
い
者
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係
（
内
線
３
２
４
３
／
FAX 

23
・
０
６
９
９
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

看
護
師
を
目
指
す
学
生
を
募
集

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
一
般
・
社
会
人
入
試
（
Ｂ
入
試
）

試
験
日　

平
成
23
年
１
月
15
日
㈯

試
験
会
場　

久
喜
看
護
専
門
学
校

（
久
喜
市
本
町
５
の
10
の
12
）

試
験
科
目　

国
語
総
合
（
古
文
・
漢

文
を
除
く
）
、
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
、
面
接

対
象　

①
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
方　

②
大
学
入
学

資
格
検
定
ま
た
は
高
等
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
合
格
者　

③
②
と

同
等
以
上
の
学
力
と
認
め
ら
れ
た

方※
②
・
③
は
平
成
23
年
４
月
１
日

現
在
で
18
歳
以
上
の
方

出
願
期
間　

12
月
21
日
㈫
〜
平
成

23
年
１
月
６
日
㈭　

必
着

問
合
せ　

同
校
事
務
局 

　
　
　
　

☎
23
・
３
１
３
１

久
喜
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生
募
集

第
４
回
塙
保
己
一
賞

表
彰
式
・
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　

郷
土
が
生
ん
だ
偉
人
「
塙

は
な
わ

保ほ

己き

一い
ち

」
の
よ
う
に
、
障
が
い
が
あ
り

な
が
ら
も
不
屈
の
努
力
を
続
け
社

会
的
に
顕
著
な
活
躍
を
し
て
い
る

方
や
障
が
い
者
を
献
身
的
に
支
援

し
て
い
る
方
を
表
彰
し
ま
す
。

　

ま
た
、
表
彰
式
後
は
、
第
１
回

塙
保
己
一
賞
奨
励
賞
を
受
賞
し
た

日
本
初
の
プ
ロ
の
全
盲
フ
ル
ー
ト

奏
者
綱つ

な

川か
わ

泰や
す

典の
り

さ
ん
と
ピ
ア
ノ
伴

奏
増ま

す

沢ざ
わ

真ま

実み

さ
ん
に
よ
る
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

日
時　

12
月
18
日
㈯　

13
時
〜
16
時

場
所　

本
庄
市
児
玉
文
化
会
館
セ

ル
デ
ィ
ホ
ー
ル
（
本
庄
市
児
玉
町

金
屋
７
２
８
の
２
）

定
員　

６
０
０
人
（
申
込
順
）

入
場
料　

無
料

申
込
期
限　

12
月
17
日
㈮

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

埼
玉
県
障
害
者
福
祉
推
進
課
社
会

参
加
推
進
担
当
（
☎
０
４
８
・
８

３
０
・
３
３
０
９
）
へ

ハ
ト
マ
ー
ク

公
開
研
修
会
開
催

日
時　

平
成
23
年
１
月
25
日
㈫　

15
時
〜
17
時

場
所　

三
高
サ
ロ
ン
（
久
喜
市
久

喜
中
央
４
の
９
の
83
）

テ
ー
マ　

「
合
併
後
の
久
喜
市
都

市
計
画
」

内
容　

久
喜
市
長
、
都
市
計
画

課
、
開
発
建
築
課
に
よ
る
講
演

定
員　

１
３
０
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料

主
催　

㈳
宅
建
協
会
埼
葛
支
部

申
込
期
間　

12
月
11
日
㈯
〜
20
日
㈪

申
込
み
・
問
合
せ　

同
会
埼
葛
支

部　

☎
22
・
３
７
６
３

地
域
づ
く
り

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
11
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

鷲
宮
総
合
支
所
４
階
４
０

６
〜
４
０
８
会
議
室

演
題　

「
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
〜
そ
の

ポ
イ
ン
ト
と
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
〜
」

講
師　

江え

上が
み

渉わ
た
る

さ
ん
（
立
教
大
学

社
会
学
部
教
授
）

費
用　

無
料

共
催　

久
喜
市
鷲
宮
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
協
議
会
、
利
根
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

鷲
宮
総
合
支
所
市
民
税

務
課
（
内
線
１
３
２
）

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

教
室
開
催

日
時　

12
月
21
日
㈫　

16
時

※
曇
雨
天
時
は
、
中
止
し
ま
す
の

で
不
確
か
な
場
合
は
事
前
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

場
所　

菖
蒲
総
合
支
所
前
ヘ
リ

ポ
ー
ト
付
近

内
容　

「
皆
既
月
食
」
を
見
よ
う

費
用　

無
料

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

菖
蒲
総
合
支
所
教
育
委

員
会
菖
蒲
分
室
（
内
線
３
４
０
）

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴

で
お
願
い
し
ま
す
。

「広報くき」に掲載する広告を募集します
広報くきは、毎月59,000部発行しています。この機会に会社や商店の宣伝にご利用ください。

※掲載する広告は提出書類などを審査して決定します。

この広告枠で１回につき50,000円（２分の１枠の場合は25,000円）です。

規　格　１枠：縦45㎜×横180㎜

　　　　２分の１枠：縦45㎜×横90㎜

　　　　色：単色（黒）刷り

掲載号　平成23年３月１日号、４月１日号

申込期限　12月24日㈮

申込み・問合せ　広報広聴課　内線5912・5913

元
気
ア
ッ
プ
体
操
教
室

参
加
者
募
集

　

高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
で
過
ご

す
た
め
の
楽
し
い
体
操
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

コ
ー
ス　

１
コ
ー
ス　

平
成
23
年

１
月
18
日
〜
２
月
15
日　

毎
週
火

曜
日　

全
５
回　

９
時
30
分
〜
11

時
30
分　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久

喜
機
能
訓
練
室
／
２
コ
ー
ス　

平

成
23
年
１
月
12
日
〜
２
月
16
日

（
１
月
26
日
を
除
く
）
毎
週
水
曜

日　

全
５
回　

13
時
30
分
〜
15
時

30
分　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
測

定
）
、
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
、
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
等

対
象　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

で
、
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

※
１
コ
ー
ス
と
２
コ
ー
ス
の
両
方

に
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
在
、
痛
み
が
あ
り
治

療
中
の
方
は
、
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　

各
コ
ー
ス
20
人
（
申
込
順
）

申
込
期
間　

12
月
13
日
㈪
〜
24
日
㈮

持
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
動
き

や
す
い
服
装

そ
の
他　

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
自
家
用
車
で
の
来
場

は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

介
護
福
祉
課

高
齢
者
福
祉
係
（
内
線
３
２
６
３
）



広報 くき　2010（平成22年）.1221

総
合
体
育
館
の
催
し

☎
21
・
３
６
１
１

℻
21
・
１
４
５
５

水
泳
教
室
参
加
者
募
集

第
７
回

フ
ラ
ダ
ン
ス
発
表
会
開
催

日
時　

12
月
11
日
㈯　

13
時

場
所　

久
喜
総
合
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

内
容　

バ
ン
ド
「
フ
イ
・
ナ
・
マ

カ
ニ
」
の
演
奏
に
合
わ
せ
た
ダ
ン

ス
の
発
表

入
場
料　

無
料

主
催　

久
喜
フ
ラ
ダ
ン
ス
愛
好
会

問
合
せ　

同
会　

中
ち
ゅ
う

馬ま

　
　
　
　

☎
21
・
３
６
０
６

日
程　

１
月
〜
３
月

教　
　

室

開
始
時
間

月曜日

①
初
級
背
泳
ぎ

13
時
15
分

②
初
級
平
泳
ぎ

14
時
30
分 

③
脂
肪
燃
焼
ア
ク

ア
ダ
ン
ス
Ｂ

18
時
45
分

水曜日

④
か
ん
た
ん
グ

ロ
ー
ブ
体
操

13
時
10
分

⑤
初
級
ク
ロ
ー
ル

14
時
30
分 

木曜日

⑥
息
継
ぎ

10
時
30
分

⑦
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

グ
ロ
ー
ブ
体
操

13
時
10
分

⑧
中
級
バ
タ
フ
ラ

イ

14
時
30
分 

金曜日

⑨
脂
肪
燃
焼
ア
ク

ア
ダ
ン
ス
Ａ

13
時
10
分

⑩
中
級
背
泳
ぎ 

14
時
30
分 

⑪
初
心
者
ク
ロ
ー

ル 

18
時
30
分

土曜日

⑫
は
じ
め
て
バ
タ

フ
ラ
イ

10
時
30
分

⑬
は
じ
め
て
ジ
ュ

ニ
ア

13
時
15
分

⑭
初
級
４
泳
法

14
時
30
分 

場
所　

菖
蒲
温
水
プ
ー
ル
（
ア
ク
レ
）

定
員　

①
②
⑤
⑥
⑧
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

各
10
人
、
③
④
⑦
⑨　

各
15
人

（
い
ず
れ
も
定
員
を
超
え
た
場
合

は
市
内
在
住
者
を
優
先
の
上
抽
選
）

費
用　

①
②
④
⑤
⑥
２
４
０
０
円

／
③
⑦
〜
⑭
３
０
０
０
円

申
込
期
間　

12
月
10
日
㈮
〜
20
日
㈪

申
込
方
法
・
問
合
せ　

申
込
書

（
菖
蒲
温
水
プ
ー
ル
で
配
布
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
プ
ー

ル
（
☎
87
・
２
６
１
６
）
へ

※
各
教
室
と
も
45
分
〜
１
時
間
程

度
、
①
②
④
⑤
⑥
は
全
８
回
、
③

⑦
〜
⑭
は
全
10
回
開
催
。

※
日
程
等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
野
球
教
室

日
時　

平
成
23
年
１
月
15
日
㈯　

９
時
30
分
受
け
付
け
／
10
時
〜
12
時

※
雨
天
時
は
第
２
体
育
館
で
開
催

（
８
時
以
降
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
）

場
所　

総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

定
員　

１
５
０
人
（
超
え
た
場
合

抽
選
）

指
導
者　

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

OB
選
手

費
用　

無
料

持
物　

野
球
の
で
き
る
服
装
、
グ

ロ
ー
ブ
、
バ
ッ
ト
（
雨
天
時
は
体

育
館
履
き
）

◆
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
と
健
康
体
操
教
室

日
程　

平
成
23
年
１
月
11
日
㈫
・

18
日
㈫　

全
２
回　

９
時
30
分
〜

11
時
30
分

場
所　

総
合
第
１
体
育
館

内
容　

初
歩
か
ら
の
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
指
導
と
柔
軟
性
を
高
め
る
健
康

体
操

講
師　

久
喜
市
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
普

及
指
導
員

対
象　

20
歳
以
上
の
方

定
員　

20
人
（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

１
５
０
０
円

持
物　

運
動
の
で
き
る
伸
縮
性
の

あ
る
服
装

◆
健
康
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室

日
程　

平
成
23
年
１
月
10
日
〜
31

日　

毎
週
月
曜
日　

全
４
回　

13

時
〜
15
時

場
所　

総
合
第
１
体
育
館

内
容　

基
礎
か
ら
の
指
導
で
技
術

の
向
上
と
健
康
の
増
進
を
図
る

対
象　

高
校
生
以
上
の
方

定
員　

30
人
（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

２
０
０
０
円
（
傷
害
保
険

料
を
含
む
）

持
物　

上
履
き
、
運
動
の
で
き
る

服
装

【
共
通
事
項
】

申
込
期
限　

12
月
26
日
㈰　

当
日

消
印
有
効

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
教
室
名
・
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
学
年
・
性
別
・
電
話
番
号
・

未
成
年
の
場
合
は
保
護
者
氏
名
を

明
記
の
上
、
総
合
第
１
体
育
館

（
〒
３
４
６

－

０
０
２
９　

久
喜

市
江
面
１
６
１
６
）
へ

－

中
央
図
書
館

－

☎
21
・
０
１
１
４
℻
29
・
１
１
８
４

◆
お
や
こ
お
は
な
し
会
（
０
〜
２
歳
）

日
時　

12
月
18
日
㈯　

11
時

内
容　

「
ば
い
ば
い
」
ほ
か

◆
え
ほ
ん
の
会
（
３
〜
４
歳
）

日
時　

12
月
18
日
㈯　

11
時
30
分

内
容　

「
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら

が
ら
ど
ん
」
ほ
か

◆
ワ
ク
ワ
ク
お
は
な
し
わ
ら
べ
う

た
の
会

日
時　

12
月
11
日
㈯　

11
時

内
容　

手
あ
そ
び
と
絵
本
の
読
み

聞
か
せ

◆
子
ど
も
映
画
会

日
時　

12
月
18
日
㈯　

15
時

内
容　

「
ア
ニ
メ
文
学
館　

坊

ち
ゃ
ん
」
ほ
か
47
分

－

菖
蒲
図
書
館

－

☎
87
・
１
３
８
８
℻
87
・
１
３
９
９

◆
お
は
な
し
会

日
時　

12
月
18
日
㈯　

15
時

内
容　

「
星
の
銀
貨
」
ほ
か

市
立
図
書
館
の
催
し

※
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
し
て
キ
ャ
ン

ド
ル
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す
。

対
象　

幼
児
・
児
童

－

栗
橋
文
化
会
館
図
書
室

－

☎
52
・
２
０
０
０
℻
52
・
２
５
０
０

◆
か
ば
さ
ん
の
お
は
な
し
会

日
程　

12
月
11
日
・
18
日
・
25
日

各
土
曜
日　

10
時
30
分

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か

※
18
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ

ル
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

対
象　

幼
児
・
児
童

－

鷲
宮
図
書
館

－

☎
58
・
１
０
０
２
℻
58
・
１
０
１
９

◆
た
の
し
い
お
は
な
し
会

日
程　

12
月
11
日
・
18
日　

各
土

曜
日　

15
時

◆
お
じ
さ
ん
の
お
は
な
し
会

日
時　

12
月
25
日
㈯　

15
時

【
共
通
事
項
】

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か

対
象　

幼
児
・
児
童

◆
大
人
の
簡
単
折
り
紙
講
座

日
時　

12
月
18
日
㈯　

13
時
〜
14
時

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
を
折
る

定
員　

15
人
（
申
込
順
）

持
物　

は
さ
み
、
の
り

申
込
開
始　

12
月
11
日
㈯　

10
時

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
、
鷲
宮
図
書
館
へ

◆
ク
リ
ス
マ
ス
映
画
会

日
時　

12
月
19
日
㈰　

10
時
〜
12
時

内
容　

「
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」

ほ
か

対
象　

幼
児
以
上
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し
ょ
う
ぶ
会
館
の
催
し

☎
85
・
０
３
７
０

児
童
セ
ン
タ
ー
の
催
し

☎
21
・
８
１
８
１

℻
24
・
１
７
８
３

鷲
宮
児
童
館
の
催
し

☎
＆
℻
58
・
７
０
５
４

◆
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
時　

12
月
22
日
㈬　

15
時
30
分

〜
16
時

内
容　

歌
・
ゲ
ー
ム
な
ど

対
象　

小
学
生

昨年のクリスマスお楽しみ会

久
喜
総
合
文
化
会
館
の
催
し

☎
21
・
１
７
９
９

◆
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
企
画
〜
オ
ペ

ラ
で
あ
そ
ぼ
〜
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

「
劇
場
支
配
人
」

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

日
時　

12
月
25
日
㈯　

13
時
30
分

開
場
／
14
時
開
演

場
所　

小
ホ
ー
ル

出
演　

彌み

ろ

く勒
忠た

だ

史し

（
演
出
・
進

行
）
、
金き

ん

原ば
ら

聡さ
と

子こ

・
村む

ら

田た

ゆ
う
子こ

（
ソ
プ
ラ
ノ
）
、
髙た

か

田だ

正ま
さ

人と

（
テ

ノ
ー
ル
）
、
畠

は
た
け

山や
ま

茂し
げ
る

（
バ
ス
・
バ

リ
ト
ン
）
、
石い

し

野の

真ま

穂ほ

（
ピ
ア
ノ
）

入
場
料　

全
席
自
由
／
親
子
券
２

５
０
０
円
、
大
人
券
１
８
０
０

円
、
子
ど
も
券
１
２
０
０
円

※
親
子
券
は
、
大
人
１
人
と
子
ど

も
１
人
。
子
ど
も
券
は
、
３
才
か

ら
中
学
生
ま
で
（
た
だ
し
、
２
才

以
下
で
も
席
が
必
要
な
場
合
は
有

料
）
。
フ
レ
ン
ズ
会
員
は
１
割
引
き
。

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
映
番
組
の

お
知
ら
せ

　

生
解
説
に
よ
る
一
般
投
映
で
す
。

○
一
般
向
け
投
映

投
映
日　

月
・
水
・
木
曜
日　

16

時
30
分
／
土
曜
日　

①
13
時
30
分

②
15
時
30
分
／
日
曜
日
・
冬
休
み

投
映
期
間
（
12
月
23
日
㈷
〜
平
成

23
年
１
月
10
日
㈷
） 

①
11
時　

②
13
時
30
分　

③
15
時
30
分

12
月
の
テ
ー
マ
番
組　

「
皆
既
月

食
の
夜
」
（
12
月
21
日
㈫
に
見
ら

れ
る
皆
既
月
食
の
話
）

○
こ
ど
も
向
け
投
映

投
映
日　

土
曜
日　

11
時

12
月
の
こ
ど
も
向
け
番
組　

「
ク

リ
ス
マ
ス
の
お
ほ
し
さ
ま
」

投
映
時
間　

約
45
分

※
火
・
金
曜
日
、
12
月
13
日
㈪
の

投
映
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他　

12
月
28
日
㈫
〜
平
成
23

年
１
月
４
日
㈫
は
休
館
で
す
。

場
所　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ホ
ー
ル

観
覧
料　

高
校
生
以
上
３
０
０
円

／
３
歳
〜
中
学
生
１
０
０
円

※
各
種
割
引
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
か
き
ぞ
め
大
会

日
時　

平
成
23
年
１
月
５
日
㈬　

10
時

対
象　

幼
児
・
小
学
生

定
員　

10
人
（
申
込
順
） 

費
用　

無
料

申
込
開
始　

12
月
12
日
㈰

申
込
方
法　

直
接
、
児
童
セ
ン

タ
ー
へ

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
楽
し
く
遊
び
な
が
ら

特
技
や
趣
味
を
生
か
し
た
活
躍
の

場
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
場
所　

主
に
児
童
セ
ン
タ
ー
内

※
募
集
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
絵
本
の
へ
や

日
時　

平
成
23
年
１
月
11
日
㈫　

11
時
〜
11
時
30
分

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手

遊
び

対
象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ
イ

日
時　

12
月
16
日
㈭　

10
時
30
分

〜
11
時
15
分

内
容　

か
け
足
、
ボ
ー
ル
遊
び
、

体
力
測
定
な
ど

対
象　

３
・
４
歳
児
と
そ
の
保
護
者

持
物　

上
履
き
、
水
筒
、
タ
オ
ル

◆
ほ
ほ
え
み
ク
ラ
ブ

日
時　

12
月
17
日
㈮　

10
時
〜
11
時

内
容　

身
体
測
定
、
保
健
師
相
談

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

持
物　

母
子
健
康
手
帳

◆
わ
く
わ
く
た
い
む

日
程　

12
月
17
日
㈮
、
平
成
23
年

１
月
４
日
㈫　

11
時
〜
11
時
30
分

内
容　

手
遊
び
、
遊
戯

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

持
物　

水
筒
、
タ
オ
ル

◆
１
め
ば
え
広
場

日
時　

12
月
20
日
㈪　

10
時
30
分

〜
11
時
30
分

内
容　

幼
児
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
・

子
育
て
座
談
会

対
象　

１
・
２
歳
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

30
組
（
申
込
順
）

持
物　

上
履
き
、
水
筒
、
タ
オ

ル
、
手
ふ
き
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト

費
用　

１
０
５
円
（
ケ
ー
キ
代
）

◆
２
す
く
す
く
広
場

日
時　

12
月
21
日
㈫　

10
時
30
分

〜
11
時
30
分

内
容　

幼
児
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
・

子
育
て
座
談
会

対
象　

３
・
４
歳
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

30
組
（
申
込
順
）

費
用　

１
０
５
円
（
ケ
ー
キ
代
）

持
物　

上
履
き
、
水
筒
、
タ
オ

ル
、
手
ふ
き
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト

◆
３
こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

日
時　

12
月
25
日
㈯　

13
時
30
分

〜
15
時
30
分

内
容　

お
正
月
飾
り
を
作
ろ
う

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生 

定
員　

15
人
（
申
込
順)

費
用　

１
０
０
円
（
材
料
費)

◆
４
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会

日
時　

12
月
24
日
㈮　

13
時
30
分

受
け
付
け
／
14
時
〜
16
時
30
分

内
容　

ゲ
ー
ム
・
キ
ャ
ン
ド
ル

サ
ー
ビ
ス
等

対
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）
・

小
学
生

定
員　

１
０
０
人
（
申
込
順
）

費
用　

３
０
０
円
（
ケ
ー
キ
、

ジ
ュ
ー
ス
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
代
）

持
物　

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
、
割

れ
な
い
皿
、
フ
ォ
ー
ク
、
手
ふ

き
、
上
履
き

【
１
〜
４
共
通
事
項
】

申
込
期
間　

12
月
11
日
㈯
〜
16
日
㈭

申
込
方
法　

直
接
、
し
ょ
う
ぶ
会

館
へ
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－

中
央
公
民
館

－☎
21
・
１
５
５
０

◆
陶
芸
教
室

日
程　

平
成
23
年
２
月
２
日
・
９

日
・
23
日
、
３
月
９
日
・
23
日　

各
水
曜
日　

全
５
回　

19
時
〜
21

時場
所　

創
作
室

内
容　

陶
芸
の
基
礎
を
学
び
、
湯

飲
み
や
皿
な
ど
を
作
る

講
師　

福ふ
く

田だ

英ひ
で

美み

さ
ん

対
象　

陶
芸
初
心
者
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
（
以
前
、
中

央
公
民
館
の
陶
芸
教
室
に
参
加
し

た
方
は
除
く
）

定
員　

20
人
（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

５
０
０
円
程
度
（
材
料
費

実
費
負
担
）

申
込
期
限　

12
月
21
日
㈫　

必
着

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
（
１
人

１
葉
）
に
、
教
室
名
・
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
中

央
公
民
館
（
〒
３
４
６

－

０
０
０

３　

久
喜
市
久
喜
中
央
４
の
７
の

７
）
へ

－

青
葉
公
民
館

－

◆
園
芸
教
室

日
時　

平
成
23
年
１
月
16
日
㈰　

９
時
30
分
〜
12
時

場
所　

会
議
室

内
容　

山
草
風
椿
の
寄
せ
植
え

講
師　

久く

喜き

野や

生せ
い

蘭ら
ん

会か
い

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

15
人
（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
期
限　

12
月
20
日
㈪　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

往
復
は
が

き
（
１
人
１
葉
）
に
教
室
名
・
住

所
・
氏ふ

り

名が
な

・
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
東
公
民
館
（
〒
３
４
６

－

０

０
１
６　

久
喜
市
久
喜
東
１
の
27

の
20　

☎
21
・
８
０
３
０
）
へ

－

森
下
公
民
館

－☎
85
・
７
８
１
１

◆
年
越
し
そ
ば
打
ち
教
室

日
時　

12
月
26
日
㈰　

９
時
30
分

〜
13
時

場
所　

調
理
室

内
容　

そ
ば
打
ち

講
師　

岩い
わ

﨑さ
き

操み
さ
お

さ
ん

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　

10
人
（
申
込
順
）

費
用　

６
０
０
円

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

ふ
き
ん

申
込
期
間　

12
月
10
日
㈮
〜
18
日
㈯

申
込
方
法　

直
接
、
森
下
公
民
館

へ◆
子
ど
も
映
画
会

日
程　

①
12
月
11
日
㈯　

10
時
30

分
〜
11
時
30
分　

②
12
月
25
日
㈯

11
時
10
分
〜
11
時
50
分

場
所　

児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　

①
「
は
む
こ
参
る
」
「
さ

だ
六
と
し
ろ
」　

②
「
ピ
テ
カ
ン

は
エ
ス
パ
ー
」
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ

ス
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
」

対
象　

幼
児
・
小
学
生

◆
お
は
な
し
会

日
時　

12
月
25
日
㈯　

10
時
30
分

〜
11
時

場
所　

児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手

遊
び
な
ど

対
象　

幼
児
・
小
学
生

－

公
民
館
市
民
企
画
事
業

－

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
企
画
運
営
す

る
公
民
館
の
講
座
で
す
。

◆
衛
星
画
像
よ
り
ア
ー
ス
ウ
オ
ッ

チ
の
旅
を
学
ぶ

日
時　

12
月
14
日
㈫　

15
時
30
分

〜
18
時

場
所　

中
央
公
民
館

内
容　

衛
星
画
像
に
よ
る
ア
ー
ス

ウ
オ
ッ
チ
の
旅
を
通
し
て
自
然
の

温
泉
を
楽
し
む

講
師　

福ふ
く

田だ

重し
げ

雄お

さ
ん

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者定
員　

50
人
（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　

無
料

企
画
運
営　

埼
玉
ア
ー
ス
ウ
オ
ッ

チ
の
会

問
合
せ　

武た
け

田だ

　
　
　
　

☎
23
・
５
７
３
７

◆
こ
ど
も
英
会
話
ク
ラ
ブ

日
程　

平
成
23
年
１
月
15
日
・
29

日
、
２
月
19
日
・
26
日
、
３
月
12

日　

各
土
曜
日　

全
５
回　

①
９

時
30
分
〜
10
時
30
分　

②
10
時
45

分
〜
11
時
45
分

場
所　

青
葉
公
民
館

内
容　

英
語
の
持
つ
音
や
リ
ズ
ム

に
触
れ
て
簡
単
な
会
話
を
通
し
て

仲
間
づ
く
り
を
す
る

対
象　

①
幼
児
（
５
・
６
歳
児
）・

小
学
生　

②
２
歳
半
〜
４
歳
の
子

ど
も
と
そ
の
親

※
①
②
と
も
市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

①
15
人　

②
15
組

※
参
加
者
が
10
人
（
組
）
に
満
た

な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

費
用　

１
５
０
０
円
（
全
５
回
分
）

申
込
期
限　

12
月
21
日
㈫　

必
着

企
画
運
営　

グ
ル
ー
プ
・
フ
ォ
ー

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
（
１
人

１
葉
）
に
事
業
名
・
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
中

央
公
民
館
（
〒
３
４
６

－

０
０
０

３　

久
喜
市
久
喜
中
央
４
の
７
の

７
）
へ

問
合
せ　

江え

連づ
れ

　
　
　
　

☎
24
・
０
１
４
７

公
民
館
の
催
し

し
み
ん
農
園
久
喜

緑
風
館
の
催
し

◆
１
ゆ
ず
大
根
の
漬
物
作
り
体
験

日
程　

①
12
月
16
日
㈭　

②
12
月

21
日
㈫　

各
９
時
30
分
〜
12
時
30

分内
容　

ゆ
ず
、
大
根
を
使
っ
た
漬

物
作
り

費
用　

各
４
０
０
円

◆
２
手
打
ち
そ
ば
作
り
体
験

日
時　

12
月
17
日
㈮　

９
時
30
分

〜
12
時
30
分

内
容　

久
喜
産
の
そ
ば
粉
を
使
っ

た
そ
ば
作
り

費
用　

６
０
０
円

◆
３
レ
ン
コ
ン
の
キ
ッ
シ
ュ
作
り

体
験

日
時　

12
月
20
日
㈪　

９
時
30
分

〜
12
時
30
分

内
容　

レ
ン
コ
ン
と
豆
乳
を
使
っ

た
、
ヘ
ル
シ
ー
な
キ
ッ
シ
ュ
作
り

費
用　

６
０
０
円

◆
４
サ
ツ
マ
イ
モ
の
花
か
ご
作
り

体
験

日
時　

12
月
22
日
㈬　

９
時
30
分

〜
12
時
30
分

内
容　

サ
ツ
マ
イ
モ
と
リ
ン
ゴ
を

使
っ
た
正
月
料
理
作
り

費
用　

４
０
０
円

【
共
通
事
項
】

定
員　

12
人
（
申
込
順　

※
１
は

①
②
と
も
12
人
）

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

ふ
き
ん
、
容
器
、
筆
記
用
具

申
込
開
始　

12
月
13
日
㈪　

12
時

30
分

※
各
事
業
と
も
、
参
加
者
が
５
人

に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係
（
内
線

２
８
６
３
）
へ
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手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
の
申
し
込
み
は
各
事
業
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
名
・
日
時
・
事
業
等
の
担
当
課
に
つ
い
て
、

障
が
い
者
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係
（
内
線
３
２
４
３
／
FAX 

23
・
０
６
９
９
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市役所　☎ 22－1111／  22－3319

手

内　　容 日　　時 場　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談
【要予約】前日まで

12月10日㈮
13時～16時

久喜総合文化会館
会議室、研修室１・２

人権推進課人権推進係
（内線2321）

12月15日㈬
13時～15時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室、和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85－1111（内線215）

12月16日㈭
13時30分～15時30分

栗橋総合支所第１庁舎
２階第１会議室

栗橋総合支所総務管理課
☎53－1111（内線902）

12月27日㈪
10時～12時

鷲宮総合支所４階
405会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58－1111（内線219）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】１か月前から

12月17日㈮、
平成23年１月７日㈮
13時～17時

市役所１階
相談室１・２

人権推進課男女共同参画係
（内線2322）

法律相談
【要予約】１か月前から

平成23年１月11日㈮
13時30分～16時30分

鷲宮総合支所４階
405会議室

くらし安全課
市民生活・青少年係
（内線2641）

平成23年１月20日㈭
13時30分～16時30分

栗橋総合支所第２庁舎
２階第２会議室

市役所１階
相談室１

平成23年２月１日㈫
13時30分～16時30分

菖蒲総合支所４階
第３集会室

市役所１階
相談室１

行政相談
（国の事務に関すること）

12月21日㈫
13時30分～16時

市役所および各総合支所
※会場はお問い合わせください

くらし安全課
市民生活・青少年係（内線2641）

消費生活相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所３階
消費生活相談室 消費生活相談室　☎22－3925

※相談時間外は、くらし安全課

市民生活・青少年係（内線2641）
特設消費生活相談

12月22日㈬
10時～12時／13時～16時

菖蒲総合支所４階
第２集会室

年金相談
【要予約】

12月15日㈬
９時～12時／13時～15時

市役所１階
相談室１

市民課市民係（内線2663）

住宅耐震相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所２階
開発建築課

開発建築課建築指導係
（内線3766）

内職相談
毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時 市役所２階

商工観光課
商工観光課商工労働係
（内線2881）

生活就労相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～16時

家庭児童相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）

９時～16時

市役所１階
子育て支援課
※電話相談も可

子育て支援課子育て支援係
（内線3283）

子育て相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）

９時～16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか・くぷる
※電話相談も可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21－8596
くぷる　　☎55－1147

児童相談
毎週月～金曜日

（祝日・休館日を除く）
９時～16時

児童センター
鷲宮児童館
※電話相談も可

児童センター　☎21－8181
鷲宮児童館　　☎58－7054

育児相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）

９時～16時
各市立保育園
※電話相談も可

各市立保育園

面接相談
【要予約】前日まで
（不登校、発達障がい、
　就学等に関すること）

12月15日㈬、
平成23年１月12日㈬、
１月26日㈬、２月９日㈬
14時30分～16時30分

中央幼稚園
指導課指導係
（内線4265）
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～善意をありがとうございます～愛愛のの泉泉

交通事故発生状況 10月　（　）内は平成22年の累計

人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数

73
（707）

2
（6）

9
（63）

91
（819）

254
（2,689）

火災・救急統計速報10月　（　）内は平成22年の累計

建　物 ２件（16件） 急　病 273件（2,905件）

車両・船舶 ０件（６件） 交　通 67件（633件）

その他 １件（20件） その他 152件（1,411件）

火災件数 ３件（42件） 救急件数 492件（4,949件）

※累計は合併前の１市３町分も含む。

診　療　日 診療時間

11月28日㈰

19時～22時
12月５日㈰

12月12日㈰

12月19日㈰

12月23日（木・祝）14時～17時 19時～22時

12月26日㈰ 19時～22時

12月31日㈮～1月3日㈪ 14時～17時 19時～22時

１月９日㈰ 19時～22時

１月10日（月・祝）14時～17時 19時～22時

平
成
22
年
度
市
内
小
中
学
校
児
童
生
徒

人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作
品
（
第
３
回
）

　

子
ど
も
た
ち
が
人
権
意
識
を
自
覚
し
、
お
互
い
の
立
場
を
考
え
豊
か
な
人
間
関
係
を

築
く
た
め
、
市
内
の
小
学
校
３
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
人
権
標
語
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
問
合
せ　

人
権
推
進
課
人
権
推
進
係
（
内
線
２
３
２
１
）

◇
三
箇
小
学
校

手
を
つ
な
ご
う　

世
界
の
み
ん
な　

友
だ
ち
だ 

３
年　

岡お

か

田だ　

颯は

や

斗と

大
じ
ょ
う
ぶ　

安
心
で
き
る　

友
の
声 

４
年　

新あ

ら

井い　
　

萌も

え

広
げ
よ
う　

や
さ
し
い
心　

空
い
っ
ぱ
い 

５
年　

鈴す

ず

木き

亜あ

季き

穂ほ

心
の
窓　

く
も
っ
て
い
る
な
ら　

助
け
よ
う 

６
年　

吉よ

し

野の　
　

恵
め
ぐ
み

◇
栢
間
小
学
校

友
だ
ち
に　

や
さ
し
く
す
れ
ば　

サ
イ
コ
ー
だ 

３
年　

飯い

い

塚づ

か　

友ゆ

う

介す

け

け
ん
か
し
て　

す
ぐ
に
「
ご
め
ん
ね
。
」　

仲
直
り 

４
年　

寺て

ら

山や

ま　
　

潤
じ
ゅ
ん

友
だ
ち
は　

い
っ
し
ょ
に
笑
え
る　

仲
間
だ
よ 

５
年　

岡お

か

田だ　

翔
し
ょ
う

太た

ご
め
ん
ね
と　

勇
気
を
出
し
て　

仲
直
り 

６
年　

坂さ

か

巻ま

き　

温あ

つ

美み

◇
菖
蒲
東
小
学
校

い
つ
ま
で
も　

も
っ
と
な
か
よ
く　

楽
し
く
ね 

３
年　

樋ひ

上が

み　

怜れ

い

美み

大
切
な　

友
だ
ち
み
ん
な　

た
か
ら
物 

４
年　

中な

か

庭に

わ　

若わ

か

菜な

あ
り
が
と
う　

と
っ
て
も
う
れ
し
い　

言
葉
だ
よ 

５
年　

稲い

な

村む

ら　

歩あ

ゆ

美み

ひ
ろ
げ
よ
う　

進
ん
で
あ
い
さ
つ　

こ
ん
に
ち
は 

６
年　

朝あ

さ

倉く

ら　

大ひ

ろ

貴き

◇
栗
橋
西
小
学
校

あ
い
さ
つ
は　

心
ぽ
か
ぽ
か　

い
い
気
持
ち 

３
年　

田た

上が

み　
　

佑ゆ

う

や
さ
し
さ
と　

勇
気
の
心
で　

い
じ
め
な
し 

４
年　

秋あ

き

山や

ま　
　

大だ

い

心
は
ね　

そ
の
一
言
で　

変
わ
る
も
の 

５
年　

榎え

の

本も

と　

安あ

ん

里り

あ
り
が
と
う　

心
を
こ
め
て　

言
う
言
葉 

６
年　

神か

ん

田だ　

梨り

生お

◇
栗
橋
南
小
学
校

友
だ
ち
は　

な
に
が
あ
っ
て
も　

そ
ば
に
い
る 

３
年　

石い

し

黒ぐ

ろ　
　

匡
た
す
く

か
れ
て
ま
せ
ん　

心
に
花
咲
く　

思
い
や
り 

４
年　

丹た

ん

下げ　

沙さ

耶や

車
イ
ス　

段
差
の
数
だ
け　

や
さ
し
さ
を 

５
年　

遠え

ん

藤ど

う

香か

代よ

子こ

大
じ
ょ
う
ぶ　

や
さ
し
さ
差
し
出
す　

勇
気
の
手 

６
年　

田た

澤ざ

わ

瑠る

実み

子こ

◇
栗
橋
小
学
校

こ
ん
ど
は
ね　

わ
た
し
が
親
切　

か
え
す
ば
ん 

３
年　

荒あ

ら

木き　

百も

花か

あ
い
さ
つ
と　

笑
顔
は
世
界
の　

共
通
語 

４
年　

杉す

ぎ

井い　

里り

帆ほ

「
ど
う
し
た
の
？
」　

声
か
け
る
だ
け
で　

開
く
道 

５
年　

谷た

に

田た　

実み

優ゆ

一
言
が　

心
の
天
気　

決
め
る
ん
だ 

６
年　

井い

土ど

恵え

美み

里り

小児救急電話相談
平日：19時～23時
休日： 9時～23時

県内どこからでも
＊携帯電話からの通話も可
＊ダイヤル回線・IP電話は
　☎048－833－7911

♯8000♯8000

★保健福祉のために

久喜市カラオケ好友会さんから　金19,346円

診療科目

　内科・小児科

受付時間

　診療開始30分前から

　終了30分前まで

所在地　本町５の10の47　

（中央保健センター併設）

☎＆　 21－9090

救急医療情報県民案内電話
※24時間対応

　ただし、歯科・精神科案内と医療相談は除く。

048-824-4199048-824-4199

※お問い合わせは診療時間内に

お願いします。

響
ひびき

ファミリーさんから　金86,082円

ケアハウス和みの里入居者さんから　金9,115円
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事　　業　　名 実　施　日　時　な　ど 対　象　者　な　ど

４か月児健康診査 12月17日㈮ 受付：13時～13時45分 平成22年８月生まれ

10か月児健康診査 12月20日㈪ 受付：13時～13時45分 平成22年２月生まれ

乳幼児健康相談 12月14日㈫ 受付：13時～14時

離乳食のすすめ方教室
【12月20日㈪まで要予約】 

12月22日㈬ 10時～11時30分
５～７か月児の保護者
※対象外の人も利用可（定員15人）

成人健康相談　※予約不要 12月14日㈫ 10時̃11時 原則64歳までの市内在住者

乳幼児の発達・発育のことでご心配な方へ

乳幼児の運動面・言語面について、医師、理学療法士、言語聴覚士による個別相談を実施しています。詳しくは

各保健センターにお問い合わせください。

多胎児のつどい
　双子・三つ子の子育ての不安な

ど、同じ思いの仲間が集まって情報

交換を行っています。

日時　平成23年１月５日㈬

　　　10時30分～11時30分

場所　栗橋地域子育て支援センター

　　　（くぷる）

対象　双子・三つ子を育てている方

申込み　不要

その他　先輩パパ・ママやこれから

育てる予定の人の参加もお待ちして

います。

問合せ　栗橋保健センター母子保健係

　　　　☎53－1111（内線612）

けんこう大学（鷲宮カレッジ）
受講生募集
　生活習慣改善やいつまでも健康で

ありたい方のための講座です。

対象　市内在住者

定員　30人（申込順）

申込開始　12月15日㈬

申込み・問合せ　鷲宮保健センター

成人保健係　☎58－8521

ヘルシークッキング
参加者募集
日時　平成23年１月13日㈭

　　　９時30分～12時30分

場所　鷲宮公民館実習室

内容　調理実習「胃にやさしい食事」豆

乳とすりおろしじゃがいものスープ、

鶏肉とキャベツのおろしぽん酢　ほか

講師　食生活改善推進員協議会鷲宮

支部

対象　市内在住者

定員　15人（申込順）

持物　エプロン・三角巾・筆記用具

費用　無料

申込期間　12月16日㈭～28日㈫

問合せ・申込み　直接または電話

で、鷲宮保健センター成人保健係

（☎58－8521）へ

骨粗しょう症
予防セミナー開催
日時　平成23年１月12日㈬

　　　13時30分～15時30分

場所　中央保健センター

内容　①講話「骨粗しょう症の予防

と治療」／講師　蓮
はす

江
え

正
まさ

光
みつ

さん（蓮

江病院院長）　②実技「やってみよ

う！骨を丈夫にする体操」／内容　

丈夫な骨づくり、転倒や骨折予防の

ための運動／講師　健康運動指導士

（県民健康福祉村）　③講話「骨を

元気に！いきいき食生活」／講師　

保健センター栄養士　④カルシウム

たっぷりメニューの紹介・試食コー

ナー／協力　食生活改善推進員協議

会久喜支部

対象　市内在住者

定員　100人（申込順）

費用　無料

持物　筆記用具

※運動しやすい服装でお越し下さい。

申込期間　12月10日㈮９時～平成

23年１月６日㈭

その他　各保健センターで実施した

骨の健康チェックで骨密度測定をし

ていない方は、13時から測定を行い

ます（71歳以上の方でも測定可）の

で、申し込み時にお伝えください。

申込み・問合せ　中央保健センター

成人保健係　☎21－5354／℻21－
5392

愛の献血
日時　平成23年１月５日㈬

　　　10時～12時／13時～16時

場所　久喜市役所

内容　全血献血

問合せ　健康医療課地域医療係

　　　　（内線3423）

●鷲宮保健センターの保健事業（☎58-8521／  59-2441）

◇アンチエイジング講座（全２回）

日時・場所 内容

平成23年１月20日㈭
13時30分～15時30分
鷲宮総合支所４階
406会議室

テーマ『歯から見え
る予防医学』歯周病
について／お口の
エイジングケア

平成23年１月31日㈪
９時30分～11時30分
鷲宮公民館実習室

テーマ『取り戻
せ！スマートボ
ディ』～カロリー
ダウンのヘルシー
食（調理実演）～

大腸がん検診が
菖蒲区域の医療機関でも
始まりました
期間　平成23年２月28日㈪まで

対象　40歳以上の市内在住者

内容　問診、便潜血反応検査２日

法

医療機関　岩崎医院、中町クリ

ニック、三須医院、山崎整形外科

費用　800円

受診方法　医療機関に問い合わせ

の上、予約して受診してください。

その他　菖蒲区域以外にお住まい

の方も受診できます。

問合せ　菖蒲保健センター成人保健

係　☎85－7021
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手

事　　業　　名 実　施　日　時　な　ど 対　象　者　な　ど

４か月児健康診査 12月14日㈫ 受付：13時～13時30分 平成22年８月生まれ

１歳６か月児健康診査 12月16日㈭ 受付：12時50分～13時30分 平成21年５月16日～６月30日生まれ

３歳児健康診査 12月21日㈫ 受付：13時～13時30分 平成19年８月生まれ

乳幼児健康相談 12月20日㈪ 受付：９時30分～11時

離乳食のすすめ方教室
【要予約】

12月17日㈮ 10時～11時30分
５～７ヶ月児の保護者
※対象外の人も利用可

ママ・パパ教室（３コース）
【要予約】

１月７日㈮・21日㈮、２月１日㈫・５日㈯
出産予定日が平成23年４月～７月の妊婦
とその家族

ウオーキング体操
※申込不要

12月16日㈭、平成23年１月６日㈭
①９時30分～10時30分　②10時40分～11時40分

成人健康相談 ※予約不要 12月20日㈪ 13時30分～14時30分 原則64歳までの市内在住者

※集団検診（胃がん・大腸がん・前立腺がん・肝炎ウイルス）の申し込み受け付け中
　実施日：平成23年１月14日㈮・15日㈯
　対　象：胃がん検診・大腸がん検診…40歳以上の市内在住者
　　　　　前立腺がん検診…市内在住で50歳以上の男性
　　　　　肝炎ウイルス検診…40歳以上の市内在住者で肝炎ウイルス検診を受けたことがない方

事　　業　　名 実　施　日　時　な　ど 対　象　者　な　ど

４か月児健康診査 １月７日㈮ 受付：13時～14時 平成22年９月生まれ

10か月児健康診査 １月６日㈭ 受付：13時～14時 平成22年３月生まれ

１歳６か月児健康診査 12月22日㈬ 受付：13時～14時 平成21年６月生まれ

３歳児健康診査 12月21日㈫ 受付：13時～14時 平成19年８月生まれ

乳幼児健康相談 12月14日㈫ 受付：９時30分～11時

離乳食のすすめ方教室
※予約不要

１月７日㈮ 10時～11時30分
５～７か月児の保護者
※対象外の人も利用可

ママ・パパ教室【要予約】 12月15日㈬ 出産予定日が平成23年４月～５月の妊婦とその家族

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 原則64歳までの市内在住者

食生活相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 原則64歳までの市内在住者

※集団がん検診（乳がん・子宮頸がん）の申し込み受け付け中
　実施日：平成23年１月14日㈮・18日㈫

事　　業　　名 実　施　日　時　な　ど 対　象　者　な　ど

離乳食のすすめ方教室
【要予約】

12月22日㈬ 10時～11時30分
５～12か月児の保護者
※対象外の人も利用可

むし歯予防教室 12月15日㈬ 受付：12時30分～13時 平成20年９～12月生まれ

※集団がん検診（乳がん・子宮頸がん）の申し込み受け付け中
　申込開始：12月１日㈬／実施日：平成23年１月11日㈫・12日㈬・13日㈭・25日㈫・26日㈬
　対象：乳がん検診…30歳以上の偶数年齢になる女性
　　　　子宮頸がん検診…20歳以上の偶数年齢になる女性
　　　　　（奇数年齢で昨年度受診していない方はお問い合わせください。）

●栗橋保健センターの保健事業（☎53-1111／  52-0123）

　12月10日㈮～１月10日㈪
　※12月１日から９日までは広報くき11月１日号に掲載しています。
各保健センターで行う事業は、原則としてその区域の住民の方の参加・受診が主
になります。ほかの区域で受診や参加を希望される場合は各保健センター
へお問い合わせください。

●中央保健センターの保健事業（☎21-5354／  21-5392）

●菖蒲保健センターの保健事業（☎85-7021／  85-7886）



休　み　ま　す

公共施設予約システムによる予約サービス
【久喜地区】

　年末は12月28日㈫まで予約サービスが利用で

きます。また、平成23年１月は次のとおり申し

込みを受け付けます。

【鷲宮地区】

　年末年始は通常どおり予約サービスが利用できます。

住民票の写し・印鑑登録証明書等の自動交付サービス

資源回収・ゴミ回収
　「衛生組合だより」12月号をご覧ください。

　久喜宮代清掃センター　☎34－2042

　菖蒲清掃センター　　　☎85－7027

　八甫清掃センター　　　☎58－1309

菖蒲区域のし尿処理

メモリアルトネ

施　　設

休　　業　　期　　間

12月 ／ 平成23年１月

26日㈰ 27日㈪ 28日㈫ 29日㈬ ～ ３日㈪ ４日㈫ ５日㈬

市役所・各総合支所

公文書館

栗橋駅市民サービス
コーナー

保健センター（中央・
菖蒲・栗橋・鷲宮）

上下水道部／浄水場
（吉羽・森下・佐間・
鷲宮）

ふれあいセンター久喜

いきいき温泉久喜

菖蒲老人福祉
センター

健康福祉センター
（くりむ)

鷲宮福祉センター

児童センター

しょうぶ会館

鷲宮児童館

地域子育て支援セン
ター（久喜・栗橋）

公民館（中央・東・青
葉・西・南・森下・栗橋）

公民館（鷲宮）

いきいき活動セン
ターしずか館

文化会館（久喜総
合・イリス）

文化会館（アミーゴ）

コミュニティセン
ター（栗橋）

コミュニティセンター
（鷲宮東・鷲宮西）

勤労福祉センター

農業者トレーニング
センター

労働会館
（あやめ会館）

しみん農園
（久喜・菖蒲）

農村センター

総合第１体育館

総合第２体育館

総合運動公園

鷲宮体育センター

菖蒲温水プール
（アクレ） 窓

栗橋Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター 窓 窓

鷲宮温水プール 窓 窓 窓 窓

図書館（中央・鷲宮）

図書館（菖蒲）

図書室（イリス）

郷土資料館

※「窓」は、体育施設（事業）の申し込み窓口業務のみ開設しています。詳しくは施設の窓口
までお問い合わせください。

受け付け区分 日　　程

文化施設の
先着申し込み受け付け 平成23年１月４日㈫から

スポーツ施設の
先着申し込み受け付け 平成23年１月５日㈬から

文化施設・スポーツ施設
の抽選申し込み受け付け 平成23年１月６日㈭から10日㈪まで

※中央公民館、東公民館、清久コミュニティセンター・西公民
館、久喜総合文化会館、総合第１体育館は、平成22年12月28
日㈫は休館日となりますので、利用者端末は利用することがで
きません。また、ふれあいセンター久喜、中央公民館、東公民
館、清久コミュニティセンター・西公民館は、平成23年１月４
日㈫は休館日となっていますが、利用者端末は利用することが
できます（久喜総合文化会館は不可）。ただし、８時30分から
17時までとなります（２月からは通常の日程に戻ります）。

交付休止期間 対象施設名

12月29日㈬～平成23年１月３日㈪ 本庁舎

12月28日㈫～平成23年１月４日㈫
ふれあいセンター久喜
中央公民館

追加収集日 収集区

12月27日㈪ １区～４区

12月28日㈫ ５区～７区、14区

※12月30日㈭から平成23年１月３日㈪は休業
　菖蒲総合支所環境経済課（内線250）

年末 年始

12月31日㈮まで 平成23年１月３日㈪から

※12月31日㈮の業務は17時までです。ただし、火葬の予約は、休
　業日も８時30分から17時まで受け付けます。
　メモリアルトネ　☎65－8234

：休業日

　市役所は12月29日㈬から平成23年１月３日㈪まで、日曜開庁も含めて休みになります。
申請や届け出は、早めに済ませましょう。


